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一
、
は
じ
め
に

　
『
江
島
縁
起
』
は
、
江
の
島
の
誕
生
と
僧
侶
た
ち
の
来
島
を
説
く
も
の
で
、
絵
巻
を
含

む
諸
本
は
大
き
く
真
名
本
・
仮
名
本
に
分
け
ら
れ
る
。
い
ま
真
名
本
に
則
り
概
略
を
示
す

と
、（

Ⅰ
（
弁
才
天
の
五
頭
龍
教
化
と
江
島
明
神
・
龍
口
明
神
の
成
立

（
Ⅱ
（
役
行
者
の
伝
と
来
島

（
Ⅲ
（
泰
澄
、
龍
口
明
神
に
法
施
を
行
い
、
ま
た
江
の
島
に
来
島
す
る

（
Ⅳ
（
道
智
、
龍
女
の
怒
り
を
買
う

（
Ⅴ
（
空
海
の
伝
と
来
島

（
Ⅵ
（
円
仁
の
伝
と
来
島

（
Ⅶ
（
安
然
の
来
島
と
『
安
然
和
尚
記
』『
安
然
秘
所
記
』

（
Ⅷ
（
皇
慶
に
よ
る
縁
起
の
撰
述

（
Ⅸ
（
書
承
の
経
緯

と
な
る
。
仮
名
本
に
は
（
Ⅶ
（
の
『
安
然
秘
所
記
』
か
ら
（
Ⅸ
（
ま
で
が
な
く
、
代
わ
り

に
良
真（（
（

に
よ
る
下
宮
創
建
が
語
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
縁
起
の
冒
頭
に
あ
た
る
（
Ⅰ
（
の
悪
龍
教
化
譚
に
つ
い
て
、
観

音
菩
薩
が
毘
那
耶
迦
女
の
姿
を
取
る
こ
と
で
、
愛
欲
を
抱
い
た
毘
那
耶
迦
王
を
教
化
し
悪

行
を
止
め
さ
せ
た
と
い
う
説
話
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（（
（

。

ま
た
、
縁
起
で
五
頭
龍
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
「
毒
龍
」
の
語
に
着
目
し
、
こ
の
語
が
仏

典
か
ら
漢
詩
文
に
広
ま
り
、
①
毒
性
を
持
つ
龍
、
②
土
地
や
人
に
損
害
を
与
え
る
龍
、
③

悪
心
を
持
つ
龍
と
い
う
要
素
の
う
ち
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
複
数
を
持
つ
も
の
に
対
し
用
い

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
検
証
し
た（（
（

。

　

縁
起
諸
本
の
詳
細
と
、
縁
起
を
対
象
と
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
整
理
し
た（（
（

た

め
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
示
す
。

　

ま
ず
、
現
存
す
る
縁
起
の
諸
本
に
は
、
主
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

[
真
名
本
系
統
]

Ａ　

 『
相
州
津
村
江
之
島
弁
財
天
縁
起
』
漢
文　

一
冊 

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管

Ｂ　
『
江
島
縁
起
』
漢
文　

一
巻　

江
島
神
社
蔵

[
仮
名
本
系
統
]

Ｃ　
『
江
島
五
巻
縁
起
』（
絵
巻
）
漢
字
か
な
交
じ
り　

五
巻　

岩
本
楼
蔵

Ｄ　
『
江
島
縁
起
』（
絵
巻
）
漢
字
か
な
交
じ
り　

五
巻　

江
島
神
社
蔵

Ｅ　
『
相
州
得
瑞
島
上
之
宮
縁
起
』
漢
字
か
な
交
じ
り　

一
巻　

江
島
神
社
蔵

[
他
の
文
献
に
含
ま
れ
る
江
島
縁
起（（
（

]

Ｆ　

光
宗
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七
「
弁
財
天
縁
起
」
江
島
縁
起
事

Ｇ　

日
澄
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』

　

小
稿
で
は
主
に
、
基
本
的
な
内
容
を
完
備
し
、
目
立
っ
た
錯
簡
や
欠
落
の
な
い
Ｂ
を
取

り
上
げ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
〇
年
（
一
四
一
三
）
に
鏡
麗
が
書
写
し
た
も
の
を
、

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
に
乗
海
が
写
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
後
に
「
云
々
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
さ
ら
に
転
写
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
Ａ
に
は
大
幅
な

落
丁
・
乱
丁
が
あ
る
が
、
残
っ
て
い
る
部
分
は
Ｂ
と
ほ
ぼ
同
文
で
、
奥
書
に
は
元
亨
三
年

（
一
三
二
三
）
と
あ
る
。
こ
の
写
本
年
代
が
正
し
け
れ
ば
、
真
名
本
の
本
文
は
鎌
倉
時
代
末
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期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

次
に
、
江
島
縁
起
の
悪
龍
教
化
譚
を
対
象
と
し
た
主
な
先
行
研
究
を
確
認
し
た
い
。
呉

文
炳
は
五
頭
龍
の
物
語
に
つ
い
て
、
八
岐
大
蛇
の
神
話
と
同
じ
類
型
だ
と
指
摘
し
、「
鎌

倉
文
化
の
復
興
期
に
於
け
る
日
本
民
族
精
神
の
復
興
」、「
素
戔
嗚
命
の
英
雄
主
義
の
復

興
」
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
し
た（（
（

。
福
島
金
治
は
、
江
島
縁
起
の
内
容
に
表
れ
た
地
理
認

識
を
、
江
の
島
周
辺
の
実
際
の
地
形
と
比
較
し
て
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
縁
起
に
描
か
れ

る
五
頭
龍
の
暴
虐
は
、
か
つ
て
暴
れ
川
で
あ
っ
た
柏
尾
川
の
氾
濫
が
表
現
さ
れ
た
も
の
だ

と
指
摘
す
る（（
（

。
鳥
谷
武
史
は
、
江
島
縁
起
の
悪
龍
教
化
譚
を
作
っ
た
の
は
、
走
湯
山
を
拠

点
と
し
て
い
た
修
験
者
た
ち
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
縁
起
に
お
い
て
、
江
の
島

が
造
ら
れ
る
場
面
に
「
水
火
雷
電
」
な
る
神
が
登
場
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
弁
才
天
を
本

地
と
す
る
「
見
る
目
」
と
龍
神
、「
火
の
雷
」
お
よ
び
「
水
の
雷
」
が
協
力
し
て
三
宅
島

を
創
造
す
る
『
三
宅
記
』
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
江
の
島
誕
生
の
伝
説

は
、『
三
宅
記
』
と
同
様
に
、
海
底
噴
火
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る（（
（

。

　

以
上
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
縁
起
が
語
る
内
容
や
弁
才
天
信
仰
の
性
質
、
江
の
島

出
現
の
物
語
が
持
つ
意
味
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
縁
起
本
文
の
表
現
そ
の

も
の
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
未
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
縁
起
に
用
い
ら
れ
た

表
現
・
語
句
を
分
析
し
、
そ
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
縁
起
が
依
拠
し
た
資
料

か
ら
、
縁
起
が
成
立
し
た
背
景
の
解
明
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

小
稿
で
は
、『
江
島
縁
起
』
冒
頭
の
悪
龍
教
化
譚
に
用
い
ら
れ
た
表
現
の
典
拠
か
ら
、

縁
起
の
成
立
環
境
の
一
端
を
解
明
し
た
い
。
ま
ず
、
五
頭
龍
が
国
土
に
災
害
を
な
す
箇
所

に
つ
い
て
、『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
に
お
け
る
太
政
威
徳
天
に
関
す
る
記
述
と
比
較
し
、

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
の
表
現
が
『
江
島
縁
起
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し

た
い
。
次
い
で
、
五
頭
龍
に
家
族
を
食
わ
れ
嘆
き
悲
し
む
人
々
の
描
写
に
は
、
白
居
易
の

新
楽
府
「
新
豊
折
臂
翁
」
と
、
こ
れ
を
引
い
て
八
岐
大
蛇
の
暴
虐
を
語
る
『
平
家
物
語
』

剣
巻
の
表
現
と
が
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
最
後
に
、
逗
子
・
沼
間

の
法
勝
寺
に
伝
来
し
た
『
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起
』
と
『
江
島
縁
起
』
の
、
内
容

の
類
似
に
言
及
し
、
悪
龍
教
化
の
伝
承
が
江
の
島
・
逗
子
を
含
む
一
帯
の
地
域
で
共
有
さ

れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
い
。

二
、
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
の
悪
龍
教
化
譚

　

ま
ず
は
、
諸
本
Ｂ
に
掲
げ
た
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
か
ら
、
冒
頭
の
悪
龍
教
化
譚
を
掲

げ
る（（
（

。

　

①
﹃
江
島
縁
起
﹄（
Ⅰ
（

大
日
本
国
東
海
道
相
模
国
江
島
者
、
天
龍
八
部
之
所p

造
、
弁
才
天
女
之
霊
体
也
。

謹
撿w

霊
島
先
起q

者
、
房
蔵
相
三
箇
国
之
境
、
鎌
倉
与w

海
月
郡q

之
間
、
有w

四
十

里
之
湖
水q

。
号w

深
沢q

。
其
湖
水
為p

体
、
水
滔
々
四
山
逆p

影
、
雲
霧
鎮
埋p

谿
、
豺

狼
満p

岡
。
若
人
到
時
者
、
黒
風
払p

梢
、
白
浪
咽p

岸
、
而
間
人
跡
更
絶w

湖
辺q

。
爰

有w

猛
悪
之
龍q

。即
五
頭
一
身
之
龍
王
也
。屢
卜w

湖
水q

為p

栖
。自w

神
武
天
皇
御
宇q

至w

于
人
王
十
一
代
垂
仁
天
皇
之
御
宇q

七
百
余
年
之
間
、（
イ
（
彼
悪
龍
伴w

風
伯
・

鬼
魅
・
山
神
等q

逕w

国
土q

為w

災
害q

。
所
謂
崩p

山
出w

洪
水q

、
損p

物
成w

病
痾
乱

逆q

。 

第
十
二
代
景
行
天
皇
治
六
十
年
之
間
、
悪
龍
於w

東
国q

常
降w

火
雨q

。
依p

之
国

民
以w

石
窟q

為w

人
屋q

。（
ロ
（
二
十
一
代
安
康
天
皇
御
宇
、
龍
鬼
託w

円
大
臣q

令p

成w

悪
事q

。
廿
六
代
武
烈
天
皇
之
御
宇
、
龍
鬼
託w

金
村
大
臣q

令p

成w

乱
逆q

。 

此

時
五
頭
龍
初
出w

現
湖
水
之
南
山
之
谷
津
村
水
門q

、
初
噉w

食
人
児q

。
仍
時
人
此
所
名w

初
噉
沢q

。
西
岳
号w

江
野q

。
此
沢
者
湖
水
之
水
門
、
南
海
之
入
江
也
。（
ハ
（
谷
前
有w

女
長
者q

。
生w

十
六
人
之
子q

、
為w

毒
龍q

被w

噉
食q

乎
。
於p

茲
長
者
咽w

愁
苦
之
思q

、

辞w

旧
宅q

遷w

住
西
里q

。
名w

長
者
塚q

。
悪
龍
漸
遍w

村
里q

呑w

喰
人
児q

之
間
、
邑
里

之
人
民
怖
畏
捨w

離
住
所q

、
移w

越
他
所q

。
世
人
此
所
云w

子
死
越q

。
龍
噉p

人
既
及w

八
箇
国q

。（
ニ
（
被p

呑p

親
者
子
悲
、
被p

呑p

子
者
親
悲
、
村
南
村
北
哭
声
不p

絶
。

児
別p

母
、夫
別p

妻
。爰
八
箇
国
之
貴
賤
衆
人
相
議
、以p

児
周w

備
毒
龍
之
贄q

。（
ホ
（

凡
貴
賤
男
女
啼
哭
之
声
不w

断
絶q

。
於p

茲
人
王
三
十
代
欽
明
天
皇
第
十
三
年
壬
申

自w

四
月
十
二
日
戌
剋q

、
至w

同
廿
三
日
辰
剋q

、
当w

江
野
之
南
海
、
湖
水
之
水
門q

、

雲
霞
暗w

蔽
海
上q

。
日
夜
大
地
振
動
、
天
女
雲
上
顕
現
、
童
子
左
右
侍
立
。
諸
天
・

龍
神
・
水
火
雷
電
・
山
神
・
鬼
魅
・
夜
叉
・
羅
刹
、（
ヘ
（
従w

雲
上q

降w

盤
石q

、
自w

海
底q
挙w
沙
石q

、 

電
光
耀p

天
、
火
焔
交w

雑
白
浪q

。
同
廿
三
日
及w

辰
剋q

、
雲p

去

霞p

散
、
見w
海
上q

顕w

出
島
山q

。
蒼
波
之
間
、
神
現
山
新
也
。
十
二
鵜
降
居w

島
上q

。

（
ト
（
依p

之
忽
云w
鵜
来
島q

。
々
上
天
女
降
、
形
貌
殊
妙
耀w

麗
質
於
金
窟q

。
是
即
弁
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才
天
女
之
応
作
、
無
熱
池
龍
王
之
第
三
之
娘
也
。
於p

茲
五
頭
龍
、
見w

是
天
女
之
麗

質q
、
為p

通w

志
於
天
女q

、
凌p

波
渡p

島
、
到w

天
女
所o

卜
欲
念
。
天
女
答
云
、
我
有w

本
誓q
、
愍w

念
有
情q

。
汝
無w

慚
愧q

横w

害
於
生
命q

。
形
与p

心
共
我
不w

相
似q

、
更

不p
可p
通
。
龍
言
、
我
随w

教
命q

自w

今
後q

永
停w

凶
害
心q

、
禁w

断
殺
生q

。
願
垂w

哀
愍q

、
令w
我
得o

遂w

宿
念q

。
于p

時
天
女
肯
。
爰
龍
随w

順
天
女
教
誡q

、
発p

誓
向p

南

成p

山
。世
人
是
名w

龍
口
山q

、又
号w

子
死
方
明
神q

。（
チ
（
弁
才
天
先
以w

方
便
之
力q

、

為i

降w

伏
龍
之
猛
悪q
、
救u

護
衆
生y

故
、
所w

化
作q

島
也
。
垂w

権
迹q

天
女
也
。
是

号w

江
島
明
神q

。

　

鎌
倉
郡
と
海
月
（
久
良
岐
）
郡
の
境
に
深
沢
と
い
う
湖
が
あ
り
、
一
身
五
頭
の
悪
龍
が

棲
ん
で
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
神
武
天
皇
か
ら
垂
仁
天
皇
の
代
ま
で
七
百
余
年
、
龍
は

風
伯
・
鬼
神
・
山
神
等
を
伴
い
国
土
に
様
々
な
災
い
を
も
た
ら
す
。
景
行
天
皇
の
代
に
は

東
国
に
火
の
雨
を
降
ら
せ
た
の
で
、
人
々
は
石
窟
に
住
ん
だ
。
安
康
天
皇
の
代
に
は
葛
城

円
に
、
武
烈
天
皇
の
代
に
は
大
伴
金
村
に
、
龍
は
そ
れ
ぞ
れ
憑
い
て
乱
逆
を
起
こ
さ
せ
る
。

ま
た
龍
は
人
を
取
っ
て
食
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
害
は
八
箇
国
に
及
ん
だ
。
人
々
は
話
し

合
い
、
龍
に
生
贄
を
出
す
こ
と
に
す
る
。
欽
明
天
皇
十
三
年
、
弁
才
天
が
眷
属
と
と
も
に

現
れ
、
海
上
に
島
を
造
る
。
島
に
降
り
立
っ
た
こ
の
弁
才
天
を
見
て
、
龍
は
愛
欲
を
起
こ

す
が
、
弁
才
天
は
拒
絶
す
る
。
龍
が
悪
心
を
止
め
、
仏
法
を
護
持
す
る
こ
と
を
誓
う
と
、

弁
才
天
は
龍
を
受
け
入
れ
、
龍
は
龍
口
山
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
子
死
方
明
神
（
龍
口
明
神
）

で
あ
り
、
弁
才
天
は
江
島
明
神
で
あ
る
。

　

こ
の
悪
龍
教
化
譚
に
よ
っ
て
、
江
の
島
の
誕
生
と
江
島
明
神
、
ま
た
江
の
島
の
対
岸
に

位
置
す
る
龍
口
明
神
の
由
来
が
説
か
れ
る
。
龍
口
明
神
社
は
、
も
と
も
と
藤
沢
市
片
瀬
の

龍
口
寺
の
脇
に
位
置
し
て
い
た（（1
（

が
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
鎌
倉
市
腰
越
に
遷
座

し
た
。

　

一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
資
料
を
明
確
に
引
用
す
る
よ
う
な
箇
所
は
見
え

な
い
。
ま
た
記
述
は
仮
名
本
と
比
較
し
て
も
簡
潔
で
、
装
飾
的
な
表
現
も
あ
ま
り
な
い
。

し
か
し
、
文
章
を
細
か
く
見
て
み
る
と
、
中
国
・
日
本
の
文
学
に
典
拠
を
持
つ
表
現
が
散

見
さ
れ
る
。
漢
詩
文
由
来
の
表
現
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
別
に
機
会
を
設
け
、
こ
こ
で
は

主
に
、
日
本
文
学
か
ら
の
影
響
を
考
え
て
み
た
い
。

三
、『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
と
の
関
連
─
太
政
威
徳
天
と
五
頭
龍
─

　

前
項
で
掲
げ
た
①
の
う
ち
、
ま
ず
、

（
イ
（ 

彼
悪
龍
伴w

風
伯
・
鬼
魅
・
山
神
等q

逕w

国
土q

為w

災
害q

。所
謂
崩p

山
出w

洪
水q

、

損p

物
成w

病
痾
乱
逆q

。

に
注
目
し
た
い
。
五
頭
龍
の
悪
行
を
示
す
こ
の
記
述
に
は
、『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
と
共

通
の
語
句
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

僧
日
蔵
に
よ
る
冥
界
巡
り
の
物
語
で
あ
る
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
に
は
、『
扶
桑
略
記
』

巻
二
十
五
・
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
三
月
条
に
引
用
さ
れ
た
も
の
と
、『
日
蔵
夢
記
』
と
通

称
さ
れ
る
『
北
野
文
叢
』
巻
十
一
所
収
の
も
の
な
ど
が
あ
る（（（
（

。
怨
み
を
抱
い
て
大
宰
府
で

没
し
た
菅
原
道
真
が
、
死
後
に
太
政
威
徳
天
と
な
り
、
眷
属
た
ち
を
率
い
て
国
土
に
災
い

を
も
た
ら
す
箇
所
、
ま
た
太
政
威
徳
天
の
第
三
の
使
者
で
あ
る
火
雷
火
毒
気
王
を
中
心
と

し
た
眷
属
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
起
こ
す
箇
所
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
な

お
、
こ
こ
に
は
該
当
箇
所
の
み
を
略
出
し
た
が
、
テ
ク
ス
ト
の
全
体
量
は
、
③
が
②
よ
り

も
大
幅
に
長
い
。

　

②
﹃
扶
桑
略
記
﹄
巻
二
十
五
・
天
慶
四
年
三
月
条

道
賢
上
人
冥
途
記
云
、
弟
子
道
賢
﹇
今
名w

日
蔵q

﹈、
以w

去
延
喜
十
六
年
春
二
月q

、

年
十
有
二
、
初
入w

此
金
峯
山q

。
即
於w

発
心
門
椿
山
寺q

、
剃p

髪
改p

衣
、
断w

絶
鹽
穀q

、

籠
山
六
年
。
爰
得w

風
伝q

云
、
母
氏
頻
沉w

病
痾q

、
恋
泣
不p

休
云
々
。（
中
略
）
然
而

彼
所p

有w

普
賢
・
龍
猛
等
盛
流w

布
密
教q

。
我
素
愛w

重
此
教q

故
、
昔
日
怨
心
十
分

之
一
息
也
。（
中
略
）（
ａ
（
其
眷
属
十
六
万
八
干
毒
龍
・
悪
鬼
・
水
火
雷
電
・
風
伯
・

雨
師
・
毒
害
邪
神
等
、
遍w

満
国
土q

、
行w

大
災
害q

。 （
中
略
）
又
自
余
眷
属
勢
力
、
与w

彼
火
雷
王q

同
。
或
（
ｂ
（
崩p

山
振p

地
、
壊p

城
損p

物
、
或
吹w

暴
風q

降w

疾
雨q

、

人
物
併
損
害
。
或
行w

疾
癘
夭
死
之
疾q

、
或
令p

発w

謀
反
乱
逆
之
心q

。

　

③
﹃
北
野
文
叢
﹄
巻
十
一
所
収
﹃
道
賢
上
人
冥
途
記
﹄（
日
蔵
夢
記
（

弟
子
﹇
道
賢
、
今
名
日
蔵
﹈、
以w

去
延
喜
十
六
年
春
二
月q

、
年
十
有
二
、
初
入w

此

金
峯
山q
。
即
於w

発
心
門
椿
山
寺q

、
剃p

髪
出
家
、
断w

絶
鹽
穀q

、
籠
山
六
年
。
爰
得w

風
伝q

云
、
母
氏
頻
沉w

病
痾q

、
悲
泣
不p

休
云
々
。（
中
略
）
而
彼
所
有w

普
賢
・
龍
猛

等
盛
流w

布
密
教q
。
我
素
愛w

重
此
教q

故
、
昔
怨
心
十
分
之
一
息
也
。（
中
略
）
即
（
ｃ
（



W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L N

O
. 10

（40）485

与w

其
眷
属
十
六
万
八
干
毒
龍
・
悪
鬼
・
水
火
雷
電
・
風
伯
・
雨
師
・
毒
害
邪
神
等q

、

遍w

満
土q

、
行w

大
災
害q

。 （
中
略
）
又
自
余
眷
属
勢
与w

彼
火
雷
王q

其
数
難p

計
。
或

（
ｄ
（
崩p

山
振p

地
、
壊p

城
損p

物
、
或
吹w

暴
風q

降w

疾
雨q

、
人
物
併
損
害
。
或
行w

疾
病
火
死
之
病q

、
或
令i

戒
者
発u

乱
逆
之
心y

、 

或
令e

大
人
條w

嘲
弄
之
乱q

。

　
（
イ
（
の
前
半
「
伴w

風
伯
・
鬼
魅
・
山
神
等q

逕w

国
土q

為w

災
害q

」
と
、
②
の
（
ａ
（

「
与w

其
眷
属
十
六
万
八
干
毒
龍
・
悪
鬼
・
水
火
雷
電
・
風
伯
・
雨
師
・
毒
害
邪
神
等q

遍w

満
国
土q

、
行w

大
災
害q
」
及
び
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
③
の
（
ｃ
（
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

る
と
、
眷
属
の
う
ち
一
致
す
る
の
は
「
風
伯
」
の
み
で
あ
る
が
、
国
土
を
巡
り
災
害
を
な

す
と
い
う
箇
所
は
、
よ
く
類
似
し
て
い
る
。

　

ま
た
、（
イ
（
の
後
半
「
崩p

山
出w
洪
水q

、
損p

物
成w

病
痾
乱
逆q

」
と
、
②
の
（
ｂ
（

「
崩p

山
振p

地
、
壊p

城
損p

物
、
或
吹w
暴
風q
降w

疾
雨q

、
人
物
併
損
害
。
或
行w

疾
癘
夭

死
之
疾q

、
或
令p

発w

謀
反
乱
逆
之
心q

」
及
び
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
③
の
（
ｄ
（

を
比
較
し
て
み
た
い
。「
崩p

山
」「
損p

物
」「
乱
逆
」
と
、
短
い
記
述
の
中
に
一
致
す
る

表
現
が
三
箇
所
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
句
が
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
、
管
見
の
限
り
他

に
確
認
で
き
な
い
。「
病
痾
」
は
（
ｂ
（（
ｄ
（
に
は
な
い
が
、
②
③
そ
れ
ぞ
れ
の
三
行
目

に
用
例
が
確
認
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、

（
ロ
（ 

二
十
一
代
安
康
天
皇
御
宇
、
龍
鬼
託w

円
大
臣q

令p

成w

悪
事q
。
廿
六
代
武
烈
天

皇
之
御
宇
、
龍
鬼
託w

金
村
大
臣q

令p

成w

乱
逆q

に
着
目
し
た
い
。『
江
島
縁
起
』
で
五
頭
龍
の
な
す
悪
行
は
、
自
ら
災
害
を
起
こ
す
だ
け

で
な
く
、
人
に
憑
り
つ
い
て
乱
逆
を
起
こ
さ
せ
る
と
い
う
形
で
も
表
さ
れ
る
。
五
頭
龍
に

憑
か
れ
て
悪
事
を
な
し
た
人
物
と
し
て
、
葛
城
円
・
大
伴
金
村
の
二
名
が
選
ば
れ
た
要
因

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、（
ロ
（
の
「
令p

成w

乱
逆q

」
は
、
②
（
ｂ
（
の
「
令p

発w

謀
反

乱
逆
之
心q

」、
あ
る
い
は
③
（
ｃ
（
の
「
令e

戒
者
発w

乱
逆
之
心q

」
を
踏
ま
え
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
江
島
縁
起
』
に
お
け
る
、
五
頭
龍
の
悪
行
を
示
す
記
述
に
は
、『
道

賢
上
人
冥
途
記
』
と
類
似
す
る
表
現
が
集
中
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
縁
起
中
の
他
の
箇
所
に
も
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。

④
に
示
す
の
は
、
概
略
（
Ⅲ
（
の
一
部
に
あ
た
る
、
泰
澄
が
龍
口
明
神
で
法
楽
を
施
与
し
、

明
神
の
託
宣
を
受
け
る
場
面
で
あ
る
。

　

④
﹃
江
島
縁
起
﹄（
Ⅲ
（

元
正
天
皇
養
老
七
年
癸
亥
自w

春
三
月q

泰
澄
大
師
住w

江
島q

、
読w

誦
大
乗
経q

、
念w

誦
陀
羅
尼q

、専
一
心
精
進
、毎
日
乗p

船
詣w

龍
口
山q

施w

与
法
楽q

、祈w

離p

業
証o

果
。

而
於
龍
口
山
之
間
有w

二
池q

。
大
師
毎
日
為w

法
楽q

。
一
池
書w

写
光
明
真
言q

入w

池

底q

。
是
名w

光
明
真
言
池q

。
一
池
書w

阿
弥
陀
仏
六
字
名
号q

入w

池
中q

。
是
号w

阿
弥

陀
池q

。
如p

是
施w

与
法
楽q

経w

日
月q

之
間
、
明
神
謁w

対
大
師q

言
、
我
受w

菩
薩
之

法
施q

、
洗w

除
三
熱
之
悩
垢q

、
獲w

得
宿
明
智q

。
既
知w

旧
徳
之
先
処q

也
。
豈
生w

悪
心q

乎
。
雖p

然
国
土
逆
人
出
来
者
、
斬p

頸
懸w

我
前q

。
是
非w

昔
日
之
凶
執q

、 

屢
静w

海

内
之
凶
賊q

、
為p

除w

逆
人
於
万
里q

（
後
略
）。

　

養
老
七
年
（
七
二
三
）、
泰
澄
は
江
の
島
で
経
典
や
陀
羅
尼
を
誦
す
る
と
と
も
に
、
毎
日

船
で
龍
口
山
を
訪
れ
、
離
業
証
果
の
た
め
龍
口
明
神
に
法
楽
を
施
与
す
る
。
そ
う
し
て
い

る
う
ち
に
龍
口
明
神
が
現
れ
、
自
分
は
す
で
に
悪
心
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
告
げ
る
。

さ
ら
に
、
国
土
守
護
の
た
め
、
反
逆
者
の
首
を
社
前
に
懸
け
よ
と
言
う
。

　

こ
の
話
は
、
龍
口
が
刑
場
で
あ
っ
た
こ
と
の
由
来
と
し
て
語
ら
れ
、「
は
じ
め
に
」
の

Ｇ
に
示
し
た
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
で
も
、
日
蓮
が
龍
口
で
斬
首
さ
れ
そ
う
に
な
る
も
、

江
の
島
の
方
か
ら
飛
来
し
た
光
に
よ
っ
て
刀
が
折
れ
、
難
を
逃
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

龍
口
法
難
の
場
面
に
引
か
れ
る
。

　

④
で
龍
口
明
神
が
言
っ
た
「
昔
日
之
凶
執
」
は
、
②
に
お
け
る
太
政
威
徳
天
の
「
昔
日

怨
心
」、
③
で
は
「
昔
怨
心
」
と
対
応
す
る
。

　

な
お
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
は
『
元
亨
釈
書
』
巻
一
八
・
北
野
天
満
天
神
の
条
に
も
引

用
さ
れ
る
。
②
③
と
比
較
す
る
と
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
て
（
イ
（（
ロ
（
に
対
応
す

る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
あ
る
表
現
に
注
目
し
た
い
。

　

⑤
﹃
元
亨
釈
書
﹄
巻
一
所
引
﹃
道
賢
上
人
冥
途
記
﹄

我
又
愛w

重
仏
教q

、
故
不p

成w

巨
害q

。
但
我
十
六
万
八
千
諸
眷
属
、
暴
悪
鬼
神
等
、

随p
処
興p

災
。
我
尚
難p

禁
。
我
受w

神
慰q

、
味w

法
楽q

故
、
昔
日
怨
懟
少
息
耳
。

　

太
政
威
徳
天
が
「
神
慰
」「
法
楽
」
を
受
け
て
怨
み
を
和
ら
げ
た
と
す
る
記
述
は
、
④

の
傍
線
部
「
我
受w
菩
薩
之
法
施q

、
洗w

除
三
熱
之
悩
垢q

、
獲w

得
宿
明
智q

。
既
知w

旧
徳
之

先
処q

也
。
豈
生w
悪
心q
乎
」
と
類
似
す
る
。
こ
の
点
の
み
を
も
っ
て
縁
起
の
撰
述
者
が
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⑤
を
参
照
し
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
つ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

　

さ
ら
に
、『
江
島
縁
起
』
の
概
略
（
Ⅱ
（
に
示
し
た
役
行
者
来
島
の
記
事
に
は
、
次
の

よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

　

⑥
﹃
江
島
縁
起
﹄（
Ⅱ
（

如p

是
致
請
七
日
専
念w

誦
不
動
明
王
咒q

。
而
及w

第
七
日
後
夜q

時
分
、
窟
中
香
雲
自

然
周
遍
、
光
明
照
耀
。

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
で
太
政
威
徳
天
が
現
れ
る
前
に
、
⑥
の
傍
線
部
と
類
似
の
表
現
が

確
認
で
き
る
。

　

⑦
﹃
扶
桑
略
記
﹄
巻
二
十
五
・
天
慶
四
年

于p

時
有w

自
然
光
明q

照
曜
、
其
光
五
色
。
菩
薩
曰
、
日
本
太
政
威
徳
天
来
也
。

　

こ
れ
も
ま
た
、『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
が
、
縁
起
の
撰
述
者
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
傍
証
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
縁
起
と
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
と
の
関
連
を
、
類
似
・
共
通
す
る
語
句
を
挙
げ

て
検
討
し
た
。
冒
頭
の
悪
龍
教
化
譚
に
お
け
る
「
伴w

風
伯
・
鬼
魅
・
山
神
等q

逕w

国
土q

為w

災
害q

」
と
「
崩p

山
出w

洪
水q

、
損p

物
成w

病
痾
乱
逆q
」
の
箇
所
に
は
、『
道
賢
上
人

冥
途
記
』
と
共
通
す
る
語
句
が
集
中
し
て
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
昔
日
之
凶
執
」
に
つ
い

て
先
述
し
た
よ
う
に
、
弁
才
天
に
教
化
さ
れ
て
龍
口
明
神
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
泰
澄

の
法
楽
に
よ
っ
て
苦
を
除
か
れ
る
五
頭
龍
と
、
菅
原
道
真
＝
太
政
威
徳
天
と
は
、
悪
心
に

よ
っ
て
人
々
に
害
を
な
す
が
、
仏
法
に
よ
り
教
化
さ
れ
て
善
神
と
な
る
と
い
う
共
通
の
来

歴
を
持
つ
。
様
々
な
悪
神
た
ち
を
眷
属
と
し
て
従
え
る
と
い
う
点
で
も
、
両
者
は
共
通
し

て
い
る
。
五
頭
龍
＝
龍
口
明
神
の
姿
を
描
く
上
で
、
太
政
威
徳
天
と
そ
の
眷
属
た
ち
が
モ

デ
ル
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
内
容
の
面
で
直
接
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
所

収
「
宇
田
院
為
河
原
院
左
大
臣
没
後
修
諷
誦
文
」
の
な
か
で
、
源
融
の
亡
霊
が
語
っ
た
と

い
う
内
容
に
み
え
る
「
昔
日
之
愛
執
」
は
、
④
の
「
昔
日
之
凶
執
」
と
表
現
が
類
似
し
て

い
る
。

　

⑧
紀
在
昌
﹁
宇
田
院
為
河
原
院
左
大
臣
没
後
修
諷
誦
文
﹂（﹃
本
朝
文
粋
﹄
巻
十
四
（

而
去
月
二
十
五
日
、
大
臣
亡
霊
、
忽
託w

宮
人q

申
云
、
我
在
世
之
間
、
殺
生
為p

事
。

依w

其
業
報q

、
堕w

於
悪
趣q

。
一
日
之
中
、
三
度
受p

苦
。
剣
林
置p

身
、
鉄
杵
砕p

骨
。

楚
毒
至
痛
、
不p

可w

具
言q

。
唯
其
笞
掠
之
余
、
拷
案
之
隙
、
因w

昔
日
之
愛
執q

、 

時

時
来w

息
此
院q

。

　

先
に
掲
げ
た
②
の
「
昔
日
怨
心
」
や
③
の
「
昔
怨
心
」
よ
り
も
、「
昔
日
之
凶
執
」
に

近
い
表
現
で
あ
る
。
な
お
「
凶
執
」
の
語
は
、
管
見
の
限
り
、
中
国
・
日
本
の
中
世
以
前

の
仏
典
や
文
学
作
品
に
お
い
て
、
他
に
用
例
が
見
え
な
い
。
縁
起
に
は
他
に
も
『
本
朝
文

粋
』
と
共
通
す
る
語
句
が
散
見
さ
れ
る（（1
（

こ
と
か
ら
、『
本
朝
文
粋
』
は
縁
起
の
撰
述
者
に

よ
っ
て
参
照
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
④
の
「
昔
日
之
凶
執
」
は
、
五
頭
龍
お
よ
び
龍
口

明
神
の
描
写
の
主
な
典
拠
を
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
と
し
つ
つ
、
同
時
に
『
本
朝
文
粋
』

の
表
現
が
参
照
さ
れ
た
箇
所
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
、
同
時
に
複
数
の
典
拠
を
踏

ま
え
た
思
し
き
箇
所
と
し
て
、
よ
り
明
確
な
も
の
を
、
次
節
で
検
証
し
た
い
。

四
、『
平
家
物
語
』
お
よ
び
新
楽
府
「
新
豊
折
臂
翁
」
と
の
関
連

　
　
─
八
岐
大
蛇
と
五
頭
龍
─

　

前
節
で
は
、
縁
起
の
悪
龍
教
化
譚
か
ら
、
五
頭
龍
の
悪
行
を
記
す
表
現
に
つ
い
て
み
て

き
た
。
今
度
は
、
五
頭
龍
の
暴
威
に
苦
し
む
人
々
の
描
写
（
ハ
（（
ニ
（（
ホ
（
に
注
目
し

た
い
。

（
ハ
（ 

谷
前
有w

女
長
者q

。生w

十
六
人
之
子q

、為w

毒
龍q

被w

噉
食q

乎
。於p

茲
長
者
咽w

愁
苦
之
思q

、
辞w

旧
宅q

遷w

住
西
里q

。
名w

長
者
塚q

。

（
ニ
（ 

被p

呑p

親
者
子
悲
、
被p

呑p

子
者
親
悲
、
村
南
村
北
哭
声
不p

絶
。
児
別p

母
、

夫
別p

妻
。

（
ホ
（ 

凡
貴
賤
男
女
啼
哭
之
声
不w

断
絶q

。

　
（
ハ
（
に
よ
る
と
、
五
頭
龍
は
女
長
者
の
十
六
人
の
子
供
た
ち
を
み
な
食
べ
て
し
ま
う
。

悲
し
ん
だ
長
者
は
住
居
を
捨
て
て
西
の
里
に
移
住
し
た
と
い
う
、「
長
者
塚（（1
（

」
の
由
来
で

あ
る
。

　

兄
弟
姉
妹
を
相
次
い
で
呑
ん
で
し
ま
う
多
頭
の
龍
蛇
と
い
う
要
素
か
ら
想
起
さ
れ
る
の

は
、や
は
り
八
岐
大
蛇
で
あ
ろ
う
。「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、既
に
呉
文
炳
が
『
江

島
考
』
に
お
い
て
、
縁
起
と
八
岐
大
蛇
伝
承
を
、
同
じ
類
型
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

改
め
て
『
江
島
縁
起
』
の
文
章
を
『
日
本
書
紀
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
話
の
類
型
だ
け
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で
な
く
、
表
現
の
面
で
も
関
連
が
指
摘
で
き
る
。

　

⑨
﹃
日
本
書
紀
﹄
巻
一

是
時
素
戔
嗚
尊
、
自p

天
而
降
到w

於
出
雲
国
簸
之
川
上q

。
時
聞e

川
上
有w

啼
哭
之

声q
。 （
中
略
）
所w

以
哭q

者
、
往
時
吾
児
有w

八
箇
少
女q

、
毎
年
為w

八
岐
大
蛇q

所p

呑
。

今
此
少
童
且w
臨
被o

呑
。
無p

由w

脱
免q

。
故
以
哀
傷
。

　

⑨
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
、
素
戔
嗚
尊
の
八
岐
大
蛇
退
治
の
記
事
で
あ
る
。
素
戔

嗚
命
が
出
雲
の
簸
川
の
上
流
に
下
っ
た
と
き
、「
啼
哭
之
声
」
が
聞
こ
え
た
と
い
う
。（
ホ
（

に
見
ら
れ
る
「
啼
哭
之
声
」
は
、
こ
こ
か
ら
取
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
日

本
書
紀
』
の
語
句
と
明
ら
か
に
一
致
す
る
箇
所
は
、
管
見
の
限
り
こ
れ
を
除
い
て
確
認
で

き
な
い
。

　

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、『
平
家
物
語
』
剣
巻（（1
（

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
八
岐
大
蛇
の
物

語
で
あ
る
。
⑨
に
引
い
た
素
戔
嗚
の
八
岐
大
蛇
退
治
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
⑨
そ

の
ま
ま
の
表
現
で
は
な
く
、
様
々
な
表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
、
縁
起
の
（
ニ
（
と
極
め
て
近
い
記
述
が
確
認
で
き
る
。
以
下
、
諸
本
か
ら

該
当
箇
所
を
掲
げ
る
。

　

⑩
﹃
平
家
物
語
﹄
延
慶
本　

巻
六
本
・
霊
剣
等
事

昔
素
戔
烏
尊
、
出
雲
国
ヘ
被p

流
給
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
其
国
簸
河
上
山
至
給
、
哭
泣
ス

ル
音
不p

絶
。
音
付
テ
尋
行
見
給
、
一
人
老
翁
、
一
人
老
嫗
ア
リ
。
中
小
女
置
テ
カ

キ
撫
ナ
ク
。
尊
、
汝
等
ハ
何
ナ
ル
事
ヲ
嘆
泣
ソ
ト
問
給
ケ
レ
ハ
、
老
翁
答
云
、
我
ハ

昔
此
国
神
門
郡
ア
リ
シ
長
者
也
、
今
ハ
国
津
神
ト
成
テ
年
久
。
其
名
脚
摩
乳
云
、
妻

ヲ
ハ
手
摩
乳
号
。
此
ノ
小
女
即
我
女
子
也
、
奇
稲
姫
名
ク
。
又
曽
波
姫
ト
モ
申
。
此

山
奥
ニ
八
岐
羽
々
ト
云
大
蛇
ア
リ
、
年
々
人
飲
。
親
被p

飲
者
子
悲
、
子
ヲ
被p

飲
者

親
悲
。
故
村
南
村
北
哭
ス
ル
音
不p

絶
。
我
八
人
女
ア
リ
キ
、
年
々
被p

飲
只
此
女
一

人
残
レ
リ
、
今
又
被p

飲
ナ
ン
ト
云
、
始
ノ
如
又
哭
。

　

⑪
﹃
平
家
物
語
﹄
高
野
本　

巻
十
一
・
剣

む
か
し
尊
、
出
雲
国
簸
河
上
に
く
だ
り
給
ひ
し
と
き
、
国
津
の
神
に
足
な
づ
ち
手
な

づ
ち
と
て
夫
神
婦
神
お
は
し
ま
す
。
其
子
に
端
正
の
娘
あ
り
、
稲
田
姫
と
号
す
。
親

子
三
人
泣
き
ゐ
た
り
。
尊
、「
い
か
に
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、
こ
た
へ
申
し
て
い
は
く
、

「
わ
れ
に
娘
八
人
あ
り
き
。
み
な
大
蛇
の
た
め
に
の
ま
れ
ぬ
。
今
一
人
の
こ
る
と
こ

ろ
の
少
女
、
又
の
ま
れ
ん
と
す
。
件
の
大
蛇
は
尾
頭
共
に
八
つ
あ
り
。
お
の
お
の
八

つ
の
み
ね
、
八
つ
の
谷
に
は
ひ
は
び
こ
れ
り
。
霊
樹
異
木
せ
な
か
に
お
ひ
た
り
。
幾

千
年
を
へ
た
り
と
い
ふ
事
を
知
ら
ず
。
ま
な
こ
は
日
月
の
光
の
ご
と
し
。
年
々
に
人

を
の
む
。
親
の
ま
る
る
者
は
子
か
な
し
み
、
子
の
ま
る
る
者
は
親
か
な
し
み
、
村
南

村
北
に
哭
す
る
声
た
え
ず
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

　

⑫
﹃
平
家
物
語
﹄
長
門
本　

巻
十
九
・
剣

素
盞
烏
尊
、
出
雲
国
へ
流
さ
れ
給
た
り
け
る
に
、
其
国
の
簸
の
川
上
の
山
に
い
た
り

給
時
、
村
南
村
北
に
哭
す
る
声
た
え
ず
、
こ
れ
を
恠
し
み
て
尋
行
給
ふ
に
、
一
人
の

老
翁
老
婆
あ
り
、（
中
略
）
尾
頭
と
も
に
八
あ
り
、
せ
な
か
の
上
に
は
苔
む
し
て
も
ろ

も
ろ
の
木
生
ひ
た
り
、
眼
は
日
月
の
光
の
ご
と
し
、
年
々
人
を
の
む
事
幾
千
万
と
い

ふ
事
を
し
ら
ず
、
是
に
よ
て
村
南
村
北
に
哭
す
る
音
絶
ざ
り
け
り
、

　

⑬
﹃
平
家
物
語
﹄
百
二
十
句
本　

巻
十
一
・
剣

年
々
に
人
を
食
す
。
親
呑
ま
れ
て
子
か
な
し
み
、
子
呑
ま
れ
て
親
嘆
く
。

　

⑭
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
巻
四
十
四
・
神
鏡
神
璽
都
入
並
三
種
宝
剣
事

こ
の
河
上
の
山
に
大
蛇
有
り
。
年
々
に
人
を
呑
む
。
親
を
食
は
れ
、
子
を
呑
ま
れ
、

親
子
互
に
相
嘆
き
て
村
南
村
北
に
愁
の
声
絶
ゆ
る
事
な
し
。

　

こ
れ
ら
は
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
草
薙
剣
の
来
歴
を
記
す
も
の
で
、
い
ず
れ
も

⑨
の
八
岐
大
蛇
退
治
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
様
々
な
文
飾
を
加
え
て
い
る
。
⑩
〜
⑭
の
傍
線

部
は
、
い
ず
れ
も
（
ニ
（
と
類
似
す
る
が
、
特
に
近
い
の
は
（
ニ
（
に
お
け
る
「
被p

呑p

親

者
子
悲
、
被p

呑p

子
者
親
悲
」
に
相
当
す
る
箇
所
と
、「
村
南
村
北
哭
声
不p

絶
」
に
相
当

す
る
箇
所
の
両
方
を
も
つ
⑩
⑪
で
あ
る
。
⑫
⑬
に
は
そ
れ
ぞ
れ
片
方
し
か
な
く
、
⑫
は
両

方
に
相
当
す
る
箇
所
を
持
つ
も
の
の
、
や
や
表
現
が
（
ニ
（
か
ら
離
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
（
ニ
（
の
「
被p

呑p

親
者
子
悲
、
被p

呑p

子
者
親
悲
、
村
南
村
北
哭
声
不p

絶
」
は
、

系
統
の
特
定
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、『
平
家
物
語
』
も
し
く
は
そ
の
材
料
と
な
っ
た
テ

ク
ス
ト
を
引
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、（
ニ
（
の
「
児
別p

母
、
夫
別p

妻
」
は
、『
平
家
物
語
』
の
諸
本
に
は
み
ら

れ
な
い
。
こ
の
部
分
は
『
江
島
縁
起
』
独
自
の
表
現
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
先
に
比

較
し
た
『
平
家
物
語
』
の
記
述
に
は
出
典
が
あ
る
。
⑩
の
「
村
南
村
北
哭
ス
ル
音
不p

絶
」

は
、
白
居
易
の
新
楽
府
「
新
豊
折
臂
翁
」
を
典
拠
と
す
る
こ
と
が
、
す
で
に
横
井
孝
に
よ
っ
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て
指
摘
さ
れ
て
い
る（（1
（

。

　

⑮
白
居
易
﹁
新
豊
折
臂
翁
﹂（﹃
白
氏
文
集
﹄
巻
三
・
新
楽
府
（

無p
何
天
宝
大
徴p

兵
、
戸
有w

三
丁q

点w

一
丁q

。
点
得
駆
将
何
処
去
、
五
月
万
里
雲

南
行
。
聞
道
雲
南
有w

瀘
水q

、
椒
花
落
時
瘴
煙
起
。
大
軍
徒
渉
水
如p

湯
、
未p

過
十

人
二
三
死
。
村
南
村
北
哭
声
哀
、
児
別w

爺
娘q

、
夫
別p

妻
。
皆
云
前
後
征p

蛮
者
、

千
万
人
行
無w
一
回q
。

　

⑮
「
新
豊
折
臂
翁
」
は
、
右
肘
の
折
れ
た
八
十
八
歳
の
老
翁
が
、
自
ら
そ
の
理
由
を
語

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
楊
国
忠
が
権
力
を
握
っ
て
い
た
唐
・
天
宝
の
時
代
、
若
い
頃
の

翁
は
自
ら
腕
を
叩
き
折
っ
て
雲
南
出
兵
の
た
め
の
徴
兵
を
逃
れ
る
。
彼
が
伝
え
聞
い
た
雲

南
の
様
子
の
中
で
は
、
濾
水
に
は
瘴
煙
が
起
こ
り
、
渡
ろ
う
と
し
て
死
ぬ
者
が
あ
る
こ
と

が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
家
族
を
失
っ
た
人
々
の
悲
し
み
が
「
村
南
村
北
哭
声
哀
、
児
別w

爺
娘q

、
夫
別p

妻
」
と
表
現
さ
れ
る
。（
ニ
（
の
「
児
別p

母
、
夫
別p

妻
」
は
こ
の
「
児
別w

爺
娘q

、
夫
別p

妻
」
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
児
別p

母
」
と
す
る
の
は
、「
夫
別p

妻
」

と
の
対
と
し
て
、
字
数
を
合
わ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
（
ニ
（
は
⑮
「
新
豊

折
臂
翁
」
の
み
を
典
拠
と
す
る
か
と
い
え
ば
、（
ニ
（
の
「
被p
呑p

親
者
子
悲
、
被p

呑p

子

者
親
悲
」
に
相
当
す
る
部
分
は
、
⑮
に
は
存
在
し
な
い
。

　

な
お
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
は
、
⑩
以
外
に
も
⑮
「
新
豊
折
臂
翁
」
の
「
村
南
村

北
〜
」
を
典
拠
と
す
る
表
現
が
あ
る
。

　

⑯
﹃
平
家
物
語
﹄
延
慶
本　

第
三
末
・
於
日
吉
社
如
法
経
転
読
ス
ル
事

一
天
逆
乱
、
四
方
合
戦
、
士
卒
塗w

肝
脳
於
土
地q

、
民
庶
曝w

骨
骸
於
原
野q
コ
ト

不p

可w

勝
計q

。
村
南
村
北
哭
泣
声
不p

絶
。

　

⑰
﹃
平
家
物
語
﹄
延
慶
本　

第
三
末
・
雲
南
濾
水
事
付
折
臂
翁
事

昔
天
宝
兵
徴
。
駈
向
何
処
ヤ
ル
。
五
月
万
里
雲
南
行
。
彼
雲
南
濾
水
ア
リ
。
大
軍
歩

ヨ
リ
渡
時
、
水
湯
レ
如
。
未
戦
ワ
ザ
ル
ニ
、
十
人
二
三
死
。
村
南
村
北
哭
ス
ル
声
悲

シ
。
児
ハ
娜
嬢
別
、
夫
妻
子
別
。
前
後
蛮
ニ
征
モ
ノ
、
千
万
一
人
モ
返
ラ
ズ
。（
中
略
）

一
枝
ヲ
ラ
ズ
ハ
イ
カ
ニ
サ
ク
ラ
ハ
ナ
ヤ
ソ
チ
ア
マ
リ
ノ
春
ア
ワ
マ
シ

平
家
今
度
シ
カ
ル
ベ
キ
侍
共
、
カ
ス
ヲ
ツ
ク
シ
テ
下
ツ
カ
ワ
ス
。
其
外
諸
国
ヨ
リ
モ

駈
向
タ
ル
兵
、
幾
千
万
云
事
シ
ラ
ス
。
行
再
帰
ラ
ス
、
谷
一
ウ
メ
テ
ケ
リ
。
サ
レ
ハ
、

彼
雲
南
万
里
濾
水
違
サ
リ
ケ
ル
物
ヤ
ト
哀
也
。

　

⑯
は
「
村
南
村
北
哭
泣
声
不p

絶
」
と
、
⑩
及
び
（
ニ
（
に
近
い
形
を
と
る
が
、
そ
の

後
に
「
児
別
〜
」
が
続
か
な
い
。
文
脈
の
上
で
は
⑮
「
新
豊
折
臂
翁
」
と
そ
れ
ほ
ど
関
係

が
な
く
、
⑮
の
表
現
が
戦
の
惨
状
を
示
す
定
型
表
現
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。⑰
は
表
題
「
雲
南
濾
水
事
付
折
臂
翁
事
」
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
新
豊
折
臂
翁
」

全
体
の
内
容
を
引
き
、
ま
た
出
典
の
⑮
に
お
け
る
「
村
南
村
北
哭
声
哀
」
に
近
い
「
村
南

村
北
哭
ス
ル
声
悲
シ
」
の
形
を
と
る
。
こ
の
箇
所
は
、
平
家
に
よ
る
遠
征
を
雲
南
遠
征
に

重
ね
、
そ
の
過
酷
さ
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
『
江
島
縁
起
』
の
傍
線
部
（
ニ
（「
被p

呑p

親
者
子
悲
、
被p

呑p

子
者
親
悲
、

村
南
村
北
哭
声
不p

絶
。
児
別p

母
、
夫
別p

妻
」
の
典
拠
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず

「
被p

呑p

親
者
子
悲
、
被p

呑p

子
者
親
悲
」
は
、
⑮
「
新
豊
折
臂
翁
」
に
は
な
く
、
⑩
⑪

の
よ
う
な
『
平
家
物
語
』
ま
た
は
そ
の
原
資
料
か
ら
の
引
用
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
続

く
「
村
南
村
北
哭
声
不p

絶
」
の
部
分
も
、「
哭
声
哀
」
で
は
な
く
「
哭
声
不p

絶
」
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
⑮
「
新
豊
折
臂
翁
」
か
ら
直
接
取
っ
た
の
で
は
な
く
『
平

家
物
語
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
後
の
「
児
別p

母
、
夫
別p

妻
」
の
部
分

は
、『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
八
岐
大
蛇
の
こ
と
を
記
す
⑩
⑪
に
は
な
い
。
こ
の
部
分
は

⑮
「
新
豊
折
臂
翁
」
か
ら
の
引
用
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
『
平
家
物
語
』
に
も
「
新
豊
折

臂
翁
」
の
全
体
を
引
く
⑰
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
縁
起
撰
述
者
が
直
接
参
照
し

た
の
は
『
平
家
物
語
』
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
も
、『
平
家
物
語
』
が
全
体

を
引
く
「
新
豊
折
臂
翁
」
の
内
容
を
、
十
分
に
認
識
し
た
上
で
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
真
名
本
『
江
島
縁
起
』
の
（
ニ
（
は
、『
平
家
物
語
』
の
八
岐
大

蛇
退
治
神
話
と
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
白
居
易
の
「
新
豊
折
臂
翁
」
を
同
時
に
踏
ま
え
た

記
述
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
縁
起
撰
述
者
の
ど
の
よ
う
な
意
図
を
表
す
も
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
触
れ

た
よ
う
に
、（
ホ
（
の
「
啼
哭
之
声
不w

断
絶q

」
に
は
、
⑨
『
日
本
書
紀
』
の
「
川
上
有w

啼
哭
之
声q

」
と
の
関
連
が
窺
え
る
。「
不w

断
絶q

」
と
す
る
の
は
、（
ニ
（
の
「
村
南
村

北
哭
声
不p
絶
」
と
同
様
、『
平
家
物
語
』
か
ら
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

縁
起
撰
述
者
は
、『
日
本
書
紀
』
や
『
平
家
物
語
』
で
語
ら
れ
る
八
岐
大
蛇
の
イ
メ
ー

ジ
を
借
り
て
、
子
供
た
ち
を
呑
み
食
ら
っ
て
し
ま
う
五
頭
龍
の
姿
を
表
現
し
よ
う
と
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
新
楽
府
「
新
豊
折
臂
翁
」
で
描
か
れ
た
雲
南
・
瀘
水
に
立
ち
こ
め
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る
瘴
気
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
借
り
て
、
五
頭
龍
の
毒
気
を
表
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
実
際
に
『
江
島
縁
起
』
の
中
で
、
五
頭
龍
は
「
毒
龍
」
と
も
記
さ
れ
、
龍
の
も
た
ら

す
害
は
「
毒
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
五
頭
龍
が
棲
む
深
沢
の

様
子
を
、
縁
起
は
「
水
滔
々
四
山
逆p

影
、
雲
霧
鎮
埋p

谿
」
と
す
る
。
五
頭
龍
自
身
が
雲

霧
を
出
す
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
霧
深
い
湖
水
に
「
毒
龍
」
が
棲
む
、
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
、
瀘
水
の
瘴
気
を
想
起
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
（
ハ
（
の
「
咽w
愁
苦
之
思q

」
は
、『
平
家
物
語
』
そ
の
も
の
の
引
用
で
は
な
い
が
、

あ
る
点
で
縁
の
あ
る
表
現
だ
と
い
え
る
。

　

⑱
建
保
二
年
（
一
二
一
四
（
五
月
十
二
日
興
福
寺
衆
徒
返
牒（（1
（

伝
聞
、
此
事
之
後
、
暗
廻w

欝
棲
之
腸q

、
竊
咽w

愁
苦
之
思q

。

　

⑱
は
、
比
叡
山
勢
力
に
よ
る
焼
き
討
ち
に
怒
っ
た
園
城
寺
が
、
東
大
寺
・
興
福
寺
等
に

協
力
を
求
め
る
牒
状
を
送
り
、
そ
の
返
答
と
し
て
興
福
寺
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

園
城
寺
か
ら
の
牒
状
と
共
に
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巻
二
「
平
家
三
井
寺
焼
払
事
」「
南

都
焼
払
事
」
に
こ
の
書
状
か
ら
語
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
傍
線
部
は
引
用
さ
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
（
ハ
（
の
表
現
は
、『
平
家
物
語
』
を
介
し
た
引
用
と
は
い
え
な
い
。

も
し
こ
の
返
牒
そ
の
も
の
、
ま
た
は
そ
の
一
節
が
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
な
ら
ば
、
縁

起
撰
述
者
が
参
考
と
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

　
『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
た
八
岐
大
蛇
と
、『
江
島
縁
起
』
と
の
関
連
を
示
す
箇
所
は
、

他
に
も
あ
る
。
①
の
（
ヘ
（「
従w

雲
上q

降w

盤
石q

、
自w

海
底q

挙w

沙
石q
」
に
お
い
て
「
雲

上
」「
海
底
」
が
対
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
土
佐
日
記
』
や
、『
平
家
物
語
』
に
確

認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
『
平
家
物
語
』
で
の
用
例
（
⑳
㉑
）
は
、
安
徳
天
皇
の
入
水
の
場

面
で
あ
る
。

　

⑲
﹃
土
佐
日
記
﹄

こ
の
あ
ひ
だ
に
、
雲
の
上
も
、
海
の
底
も
、
同
じ
ご
と
く
に
な
む
あ
り
け
る
。

　

⑳
﹃
平
家
物
語
﹄
延
慶
本　

第
六
本
・
檀
浦
合
戦
事

雲
上
龍
降
海
底
鱗
成
給
。

　

㉑
﹃
平
家
物
語
﹄
高
野
本　

巻
十
一
・
先
帝
身
投

雲
上
の
竜
く
だ
ッ
て
海
底
の
魚
と
な
り
給
ふ
。

『
平
家
物
語
』
で
は
、
安
徳
天
皇
と
草
薙
剣
が
壇
ノ
浦
に
沈
ん
だ
こ
と
を
、
本
来
龍
の
世

界
の
も
の
で
あ
っ
た
剣
が
取
り
返
さ
れ
た
の
だ
と
説
明
す
る（（1
（

。
⑨
に
引
い
た
神
話
に
お
い

て
、
草
薙
剣
は
素
戔
嗚
命
が
切
っ
た
八
岐
大
蛇
の
尾
か
ら
出
現
す
る
。
死
ん
だ
八
岐
大
蛇

は
剣
へ
の
執
心
か
ら
、
安
徳
天
皇
と
し
て
こ
の
世
に
現
れ
、
剣
と
共
に
海
中
に
沈
む
こ
と

で
、
龍
宮
に
剣
を
取
り
戻
し
た
の
だ
、
と
い
う（（1
（

。（
ヘ
（
に
つ
い
て
は
、「
雲
上
」「
海
底
」

の
語
句
の
み
を
以
て
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
⑳
㉑
と
い
っ
た
、
八
岐
大
蛇
に
関
す

る
箇
所
に
二
語
を
対
と
し
た
用
例
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
『
平
家
物
語
』
と

縁
起
の
関
連
を
示
す
傍
証
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、『
白
氏
文
集
』
に
典
拠
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
表
現
は
、「
新
豊
折
臂
翁
」
を
引

く
（
ニ
（
以
外
に
も
あ
る
。

（
ト
（ 

依p

之
忽
云w

鵜
来
島q

。
々
上
天
女
降
、
形
貌
殊
妙
耀w

麗
質
於
金
窟q

。
是
即
弁

才
天
女
之
応
作
、
無
熱
池
龍
王
之
第
三
之
娘
也
。
於p

茲
五
頭
龍
、
見w

是
天
女

之
麗
質q

、
為p

通p

志w

於
天
女q

、
凌p

波
渡p

島
、
到w

天
女
所o

卜
欲
念
。

　

天
女
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
麗
質
」
の
用
例
と
し
て
は
、「
長
恨
歌
」
の
次
の

一
節
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

㉒
白
居
易
﹁
長
恨
歌
﹂（﹃
白
氏
文
集
﹄
巻
一
二
（

天
生
麗
質
難w

自
棄q

、
一
朝
選
在w

君
王
側q

。

　

楊
貴
妃
の
美
し
さ
を
示
す
箇
所
で
あ
る
。『
長
恨
歌
』
は
周
知
の
と
お
り
、
日
本
文
学

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。「
麗
質
」
の
語
を
用
い
る
際
、
改
め
て
『
白
氏
文
集
』

を
参
照
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、「
新
豊
折
臂
翁
」
の
用
例
と
あ
わ
せ
て
考

え
る
と
、
縁
起
の
撰
述
者
が
『
白
氏
文
集
』
の
表
現
を
意
識
的
に
も
、
ま
た
無
意
識
に
も

取
り
入
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、「
垂
権
迹
」
の
用
例

　

①
に
掲
げ
た
『
江
島
縁
起
』
冒
頭
の
悪
龍
教
化
譚
は
、
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

（
チ
（ 

弁
才
天
先
以w

方
便
之
力q

、
為i

降w

伏
龍
之
猛
悪q

、
救u

護
衆
生y

故
、
所w

化
作q

島
也
。
垂w

権
迹q

天
女
也
。
是
号w

江
島
明
神q

。

　

江
の
島
は
弁
才
天
が
衆
生
を
救
護
す
る
た
め
に
、
方
便
の
力
を
以
て
化
作
し
た
島
で
あ

る
と
し
、
弁
才
天
が
天
女
と
し
て
現
れ
た
こ
と
を
「
垂w

権
迹q

」
と
表
現
す
る
。「
垂w

権

迹q

」
お
よ
び
「
垂w
権
跡q

」
と
い
う
表
現
は
、
経
典
や
中
国
・
朝
鮮
の
仏
教
典
籍
に
は
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み
ら
れ
な
い（（1
（

が
、
日
本
に
は
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
そ
の
最
も
知
ら
れ
た
例
は
、
八
幡
神

の
託
宣
中
に
見
え
る
偈
文
で
あ
ろ
う
。

　

三
善
為
康
『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
上
・
開
成
皇
子
の
条
に
は
、
八
幡
神
が
開
成
皇
子
に
夢

中
で
告
げ
た
偈
文
が
見
え
る
。

　

㉓
﹃
拾
遺
往
生
伝
﹄
巻
上
・
開
成
皇
子

皇
子
欲p

遂w
師
願q
、
維
得w

金
水q

、
祈w

請
三
宝q

、
限
以w

七
日q

。
第
七
日
暁
、
夢
見i

有w

一
人q

、
容
儀
無
双
、
正
冠
枢
衣
、
来
献u

金
丸
之y

。
皇
子
拝
納
問
曰
、
公
為w

誰
何q

。

公
以p

偈
答
曰
、
得
道
来
不p

動w

法
性q

、
自w

八
正
道q

垂w

権
迹q

、 

皆
得p

解w

脱
苦
衆

生q

、
故
号w

八
幡
大
菩
薩q
。
夢
覚
見p

之
、
案
之
上
有w

其
金
凡q

、
輪
三
寸
、
長
七
寸
。

　

師
で
あ
る
勝
尾
寺
の
善
仲
・
善
算
が
発
願
し
た
、
金
字
『
大
般
若
経
』
書
写
を
果
た
す

た
め
、
金
泥
を
得
よ
う
と
祈
っ
た
開
成
皇
子
の
夢
に
、
立
派
な
人
物
が
現
れ
て
金
を
授
け

る
。
皇
子
が
そ
の
人
物
に
誰
な
の
か
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
得
道
来
不p

動w

法
性q

、
自w

八

正
道q

垂w

権
迹q

、 

皆
得p

解w

脱
苦
衆
生q

、
故
号w
八
幡
大
菩
薩q

」
の
偈
を
も
っ
て
答
え
る
。

こ
の
説
話
は
多
く
の
資
料
に
見
ら
れ
、
偈
文
も
共
に
引
か
れ
る
。

　

㉔
﹃
諸
寺
縁
起
集
﹄
所
収
﹁
弥
勒
寺
本
願
大
師
善
仲
善
算
縁
起
﹂

于p

是
皇
子
為w

二
聖
付
属q

、
執e

行
寺
家
造w

営
堂
舎q
。
為w
一
門
長
者q

、
衆
人
共

許p

之
。
第
一
座
主
是
也
。
抑
依w

受
戒
之
次
、
密
語
之
約q

、
為w
写
経q

而
向w

天
道q

祈w

請
金
水q

、
満w

七
日q

曉
、
夢
見w

容
儀
美
麗
衣
冠
之
人q

。
向p
吾
而
立
告
、
為w

写

経
助
成q

、
欲p

奉w

加
金
丸q

。
則
舒w

右
手q

持
袋
青
綿
之
物
受w

与
是q
。
即
長
跪
捧w

二

手q

拝
領
。
然
後
問
云
、
君
為w

誰
人q

。
即
以p

偈
答
云
、
得
道
来
不p

動w
法
性q
、
自w

八
正
道q

垂w

権
跡q

、 

皆
得p

解w

脱
苦
衆
生q

、
故
号w

八
幡
大
菩
薩q

﹇
頌
後
夢
中
自
念w

八
正
道
垂
跡q

、
故
八
幡
申
歟
﹈。

　

㉕
﹃
宝
物
集
﹄
巻
五

皇
子
、
夢
の
中
に
歓
喜
の
思
ひ
を
な
し
て
、「
い
か
成
人
の
、
我
願
を
ば
満
て
給
ひ

つ
る
ぞ
」
と
申
給
ひ
け
れ
ば
、
七
言
の
偈
を
結
び
て
ぞ
こ
た
へ
給
ひ
け
る
。

得
道
来
不p

動w

法
性q　

自w

八
正
道q

垂w

権
跡q　

皆
得p

解w

脱
苦
衆
生q　

故

号w

八
幡
大
菩
薩q

と
と
な
へ
て
、
か
き
け
す
よ
う
に
う
せ
給
ひ
ぬ
。

　

一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、宇
佐
八
幡
宮
の
僧
、神
吽
が
著
し
た
『
八

幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
偈
文
は
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
の
託
宣
に

よ
る
。『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
で
、
こ
の
偈
文
は
三
箇
所
に
引
か
れ
る（11
（

。

　

㉖
﹃
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
﹄
巻
四

文
句
第
三
﹇
釈
此
文
云
﹈、
生
八
子
表
八
正
道
﹇
文
﹈。
神
勅
云
、
自w

八
正
道q

垂w

権
迹q

、 

故
号w

八
幡
大
菩
薩q

﹇
云
々
﹈。

　

㉗
﹃
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
﹄
巻
八

景
雲
二
年
二
月
十
五
日
﹇
未
剋
﹈、善
仲
乗w

草
座q

而
昇w

青
天q

訖
。生
年
六
十
一
也
。

同
三
年
七
月
十
五
日
﹇
酉
時
﹈、善
算
無
言
而
行
法
如w

先
聖q

而
歿
。生
年
六
十
二
也
。

其
後
開
成
皇
子
以w

二
聖
付
属q

、
執w

行
一
寺
造
営q

。
不p

忘w

受
戒
之
次q

、
為p

遂w

写

経
之
願
功q

、
向w

天
道q

祈w

請
金
水q

、
経w

一
七
日
夜q

、
垂w

満
七
日q

暁
、
容
議
美
麗

衣
冠
之
人
、
来
而
告
言
、
為w

写
経
助
成q

、
欲p

奉w

加
金
丸q

。
右
手q

持
嚢
青
綿
之
物
。

於p

是
令
仰
丹
祈p

之
。
倒w

曲
一
身q

。
長
跪
捧w

二
手q

拝
領
。
然
後
問
云
、
君
為w

誰

人q

。
即
以p

偈
答
宣
、
得
道
来
不p

動w

法
性q

、
示w

八
正
道q

垂w

権
跡q

、 

皆
得p

解w

脱

苦
衆
生q

、
故
号w

八
幡
大
菩
薩q

。
頌
後
夢
念
、
自w

八
正
道
垂
跡q

、
故
申w

八
幡q

矣
。

　

㉘
﹃
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
﹄
巻
八

八
幡
大
菩
薩
、
昔
為w

出
仮
御
禹
之
聖
皇q

、
施w

恩
波
於
旧
服
四
海
之
外q

、
今
為w

入

空
冥
利
之
大
士q

、
扇w

徳
風
於
靡
草
万
民
之
間q

。
故
勝
尾
寺
縁
起
、
大
菩
薩
自
頌
云
、

得
道
来
不p

動w

法
性q

、
自w

八
正
道q

垂w

権
跡q

、 

皆
得p

解w

脱
救
衆
生q

、
故
号w

八
幡

大
菩
薩q

﹇
已
上
﹈

　

以
上
、
八
幡
神
の
偈
が
様
々
な
資
料
に
引
か
れ
た
例
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、「
垂w

権

跡q

」
は
必
ず
し
も
八
幡
神
に
対
し
て
の
み
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

㉙
大
江
匡
房
﹁
於
安
楽
寺
供
養
大
般
若
経
願
文
﹂（﹃
江
都
督
納
言
願
文
集
﹄
巻
三
（

以w

此
功
徳q

、
先
資w

聖
廟q

。
外
是
行
雲
行
雨
之
朝
朝
暮
暮
、
暫
垂w

権
跡q

、 

内
則
妙

覚
之
巍
巍
堂
堂
、
宜
帰w

寂
光q

。

　

こ
れ
は
㉓
よ
り
も
早
い
例
で
あ
り
、
天
神
に
対
し
「
垂w

権
跡q

」
を
用
い
て
い
る（1（
（

。

　

㉚
﹃
一
遍
聖
絵
﹄

高
野
大
師
の
御
記
云
、
西
土
之
三
尊
、
垂w

権
跡
於
馬
台q

、
東
家
之
四
輩
、
成w

菩
提

於
安
楽q

。

　

こ
の
例
で
は
、
阿
弥
陀
三
尊
が
聖
徳
太
子
の
母
・
聖
徳
太
子
・
太
子
の
后
と
し
て
日
本



W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L N

O
. 10

（46）479

に
現
れ
た
こ
と
を
示
す
の
に
「
垂w

権
跡q

」
を
用
い
る
。

　

㉛
﹃
山
家
要
略
記
﹄
神
宮
文
庫
本　

厳
神
霊
応
章　

日
吉
山
王
霊
応
記
第
一

止
観
院
藂
篠
中
山
王
垂
迹
事

根
本
中
堂
神
祇
祭
文
曰
、
山
家
御
記
、

藂
篠
竹
林
中　

方
便
法
伝
来　

神
明
垂w

権
迹q　

人
間
万
世
興

　

32
﹃
渓
嵐
拾
葉
集
﹄
巻
九
[
大
正
蔵
七
十
六
‐
五
三
〇
頁
上
]

一
、
根
本
中
堂
篠
竹
中
山
王
御
垂
迹
事　

中
堂
神
祇
祭
文
云
、
叢
篠
竹
林
中
、
方
便

法
伝
来
、
神
明
垂w
権
迹q
、 
人
間
万
世
奧
﹇
云
云
﹈。

　

㉛
32
は
山
王
権
現
に
対
し
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る（11
（

。

　

33
﹃
太
平
記
﹄
西
源
院
本　

巻
十
七
﹁
山
門
の
牒
南
都
に
送
る
事（11
（

﹂

牒
す
。
仏
法
わ
が
邦
に
伝
は
つ
て
、
七
百
余
年
と
号
す
。
皇
統
を
祝
し
、
蒼
生
を
益

す
る
は
、
法
相
円
頓
の
秘
賾
、
最
も
勝
れ
た
り
。
神
明
権
跡
を
垂
れ
て
、
七
千
余
座

と
号
す
。
宝
祚
を
鎮
め
て
威
光
を
耀
か
す
は
、
四
所
三
聖
の
霊
験
、
他
に
異
な
り
。

　

足
利
尊
氏
・
直
義
討
伐
の
た
め
、
比
叡
山
か
ら
南
都
に
協
力
を
求
め
る
牒
状
の
一
節
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
国
中
の
神
々
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

34 

長
弁
﹁
敬
白
請
下

於
武
州
惣
社
六
所
大
明
神
御
宝
前
書
二

写
紺
紙
金
泥
大
般
若
経
一
部

六
百
巻
一

奉
二

社
頭
施
入
一

祈
中

天
下
安
全
万
民
快
楽
上

志
趣
発
願
文
事
﹂（﹃
長
弁
私
案
抄
﹄（

一
宮
小
野
大
明
神
者
、
大
聖
文
殊
垂
迹
也
。
三
世
諸
仏
成
等
正
覚
之
智
母
、
釈
迦
如

来
成
道
九
代
之
祖
師
也
。
揮w

般
若
了
達
智
剣q

、
截w

衆
生
結
縛
之
邪
魔q
。
駕w

奮
迅

自
在
師
子q

、
播w

三
世
覚
母
威
徳q

。
雖p

卜w

別
刹
於
清
涼
山
之
雲q

、
獲p
垂w
権
迹
於

武
州
野
露q

。

　

こ
れ
は
室
町
時
代
初
期
の
長
弁
に
よ
る
も
の
で
、
正
長
二
年
（
一
四
二
九
）
と
あ
り
、

文
殊
菩
薩
が
武
蔵
国
一
宮
の
小
野
大
明
神
と
し
て
垂
迹
す
る
と
い
う
。
時
代
は
下
る
が
、

八
幡
神
以
外
の
垂
迹
に
「
垂w

権
迹
」
が
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
掲
げ
た
。

　

㉛
〜
34
に
例
示
し
た
よ
う
に
、「
垂w

権
跡q

」
は
八
幡
神
に
限
定
さ
れ
た
表
現
で
は
な

く
、
垂
迹
と
し
て
顕
れ
た
神
々
一
般
に
用
い
ら
れ
た
。
特
に
、
縁
起
が
円
仁
の
事
績
を
強

調
し
、
安
然
の
記
と
さ
れ
る
記
述
を
引
用
し
、
さ
ら
に
作
者
を
皇
慶
と
す
る
な
ど
、
天
台

宗
寄
り
の
内
容
を
多
く
含
む
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
㉛
32
の
よ
う
に
山
王
信
仰
の
文
脈
で
用

い
ら
れ
た
「
垂w

権
跡q

」
の
表
現
が
縁
起
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
十
分
想
定
で
き
る
。

し
か
し
同
時
に
、
八
幡
神
の
「
得
道
来
不
動
法
性
〜
」
の
偈
も
、
先
に
掲
げ
た
多
く
の
例

の
通
り
、
よ
く
流
布
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
垂
権
跡
」
及
び
「
垂
権
」
の
例
は
、
圧
倒

的
に
八
幡
神
関
連
の
文
献
に
多
い
。
縁
起
撰
述
者
の
意
識
に
は
、
八
幡
神
の
偈
文
も
存
在

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、『
江
島
縁
起
』
と
『
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起
』

　

最
後
に
、
逗
子
市
沼
間
の
法
勝
寺
に
伝
来
し
た
『
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起
』
に

触
れ
て
お
き
た
い
。

　

法
勝
寺
は
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
創
建
年
代
な
ど
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い（11
（

。
㉓
『
天
童

山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起
』
は
、
延
享
元
年
（
一
七
七
四
）
記
と
す
る
『
法
勝
寺
縁
起（11
（

』

の
後
に
、「
古
縁
起
之
写
」
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
末
尾
に
は
文
安
三
年
（
一

四
四
六
）
六
月
、
沼
間
村
正
覚
寺
住
持
蓮
進
と
あ
る
。

　

35
﹃
法
勝
寺
縁
起
﹄
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起

天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起

往
昔
、
此
所
大
沼
而
岸
高
、
枯
木
交p

枝
、
□
深
碧
水
浸
□
□
、
大
蛇
栖p

之
、
時
々

出w

西
海
辺q

、
覆w

往
来
船q

、
吐p

火
吐p

毒
、
人
民
成p

害
焉
。
于p

時
人
王
四
十
五
台

聖
武
天
皇
御
宇
天
平
年
中
之
頃
、
当
国
守
護
長
尾
左
京
大
夫
善
応
、
奏w

聞
国
家
之

煩
、
人
民
歎
切q

。
然
処
釈
行
基
法
師
赴w

此
地q

、
大
夫
善
応
請w

行
基
法
師q

、
蹲
踞
恭

敬
、
願
大
徳
垂w

哀
愍q

、
乞
救w

人
民
之
禍
患q

而
已
。
基
師
手
自
彫w

刻
十
一
面
観
音

菩
薩q

、
乗w

小
船q

、
掉p

沼
読w

誦
□
□
□
典q

。
大
蛇
忽
脱w

三
熱
苦
患q

、
還
成w

衛
護q

。

基
法
師
転p

沼
、
搆w

小
池q

﹇
一
説
云
小
沼
﹈、
令w

大
蛇
栖q

、
益
加w

教
化q

耳
。
善

応
集w

国
中
人
夫q

、
枯
木
伐
而
埋p

沼
、
通w

川
流q

名w

沼
間
里q

、
成w

於
地
形q

。
川
上

創w

建
伽
藍q

、
依p

字
号w

善
応
寺q

、
奉w

崇
彼
観
自
在
尊q

。
大
蛇
祝w

諏
防
大
明
神q

、

而
於w

寺
西
北q

宮
立
、
従
人
民
安
寧
、
無w

憂
悩q

者
、
人
貴
敬
不p

斜
。（
後
略
）

　

こ
の
地
に
は
か
つ
て
大
き
な
沼
が
あ
っ
て
大
蛇
が
住
み
、
時
々
海
辺
に
出
て
は
、
船
を

転
覆
さ
せ
た
り
火
や
毒
を
吐
い
て
人
を
害
し
て
い
た
。
聖
武
天
皇
の
こ
ろ
、
守
護
の
長
尾

善
応
は
行
基
に
助
け
を
求
め
る
。
行
基
は
十
一
面
観
音
像
を
彫
り
、
小
船
に
乗
っ
て
経
典

を
読
誦
す
る
。
す
る
と
大
蛇
は
三
熱
の
苦
を
逃
れ
、
改
心
す
る
。
行
基
は
沼
を
小
さ
な
池

に
変
え
て
、
大
蛇
を
住
ま
わ
せ
た
。
そ
の
後
沼
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
沼
間
の
里
と
な
り
、
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行
基
の
観
音
像
を
本
尊
と
し
て
善
応
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
大
蛇
は
諏
訪
大
明
神
と
し
て
祀

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
観
音
像
は
そ
の
後
感
応
院
に
祀
ら
れ
、
さ
ら
に
正
覚
坊
が
寺
を
移

し
て
正
覚
寺
と
し
た
。

　

35
を
『
江
島
縁
起
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
龍
蛇
を
教
化
す
る
存
在
や
、
教
化

の
手
段
は
大
き
く
異
な
る
が
、
か
つ
て
大
き
な
湖
沼
が
あ
り
、
人
を
害
す
る
龍
蛇
が
棲
ん

で
い
た
こ
と
、
龍
蛇
は
時
々
湖
の
外
へ
出
て
人
々
に
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し

て
龍
蛇
が
教
化
さ
れ
る
の
と
同
時
に
地
形
が
変
化
す
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
ど
ち
ら
の
縁

起
も
、
成
立
の
背
景
や
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
沼
間
と
江
の
島
は
距
離
も
そ
れ
ほ

ど
離
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
互
い
に
何
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え

ら
れ
る
。

　

な
お
、
か
つ
て
龍
口
明
神
社
の
別
当
で
あ
っ
た
宝
善
院（12
（

に
も
、
行
基
作
と
す
る
十
一
面

観
音
像
が
伝
わ
る（11
（

。

　

36
﹃
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
﹄
巻
一
〇
五　

鎌
倉
郡
之
三
十
七
・
深
沢
庄

〇
宝
善
院　

加
持
山
霊
山
寺
と
号
す
﹇
本
寺
記
録
に
は
、
泰
澄
山
瑠
璃
光
寺
に
作
る
﹈

古
義
真
言
宗
﹇
手
広
村
青
蓮
寺
末
﹈
開
山
は
泰
澄
﹇
神
護
景
雲
元
年
三
月
十
八
日
寂

す
﹈
本
尊
は
薬
師
な
り
﹇
長
一
尺
三
寸
九
分
、
聖
徳
太
子
作
﹈　

△
鐘
楼　

△
観
音

堂　

十
一
面
観
音
﹇
長
二
尺
五
寸
二
分
、
行
基
作
﹈
を
安
ず
。

　

宝
善
院
に
つ
い
て
は
近
世
以
前
の
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
い
つ
か
ら
存
在
し
た
か
、

ま
た
周
辺
の
寺
社
と
ど
の
よ
う
な
影
響
関
係
が
あ
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
少

な
く
と
も
近
世
ま
で
に
、
行
基
と
十
一
面
観
音
に
関
す
る
伝
承
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は

重
要
な
情
報
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
江
の
島
と
逗
子
・
沼
間
を
含
む
地
域
一
帯
で
、
悪
龍
教
化
に
関
す

る
伝
承
が
共
有
さ
れ
、『
江
島
縁
起
』
の
成
立
に
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
十
分
に
考

え
ら
れ
よ
う（11
（

。
な
お
、
鎌
倉
の
建
長
寺
に
も
、
蘭
渓
道
隆
と
江
の
島
弁
才
天
の
関
係
を
示

す
伝
承
が
あ
る（11
（

。
江
の
島
・
腰
越
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
を
中
心
と
し
た
一
帯
に
お
け
る
江

の
島
弁
才
天
の
存
在
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

七
、
結
び

　

小
稿
で
は
、『
江
島
縁
起
』
真
名
本
の
冒
頭
部
に
あ
た
る
悪
龍
教
化
譚
に
つ
い
て
、
語

句
・
表
現
の
典
拠
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
五
頭
龍
が
国
土
に
災
害
を
も
た
ら
し
、
人
に
取
り
付
い
て
乱
逆
を
起
こ
さ
せ
る

と
い
う
箇
所
に
は
、『
道
賢
上
人
冥
途
記
』（
日
蔵
夢
記
）
に
お
け
る
太
政
威
徳
天
、
あ
る

い
は
そ
の
使
者
の
火
雷
火
毒
気
王
が
国
中
に
災
害
を
も
た
ら
す
場
面
の
文
章
と
共
通
の
表

現
が
確
認
で
き
る
。
類
似
す
る
の
は
語
句
だ
け
で
は
な
い
。『
江
島
縁
起
』
の
五
頭
龍
と

『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
の
太
政
威
徳
天
は
、
は
じ
め
は
悪
心
に
よ
っ
て
人
々
に
害
を
な
す

が
、
仏
法
に
よ
り
教
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
法
楽
を
施
与
さ
れ
て
悪
心
を
和
ら
げ
、
善
神
と

し
て
国
家
と
人
々
に
利
益
を
与
え
る
存
在
に
転
じ
る
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
。
ま
た
『
江

島
縁
起
』
の
悪
龍
教
化
譚
以
外
の
箇
所
に
も
、『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
と
類
似
し
た
表
現

が
散
見
さ
れ
る
。
以
上
を
考
え
る
と
、『
江
島
縁
起
』
の
撰
述
者
は
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』

を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、『
平
家
物
語
』
か
ら
の
引
用
や
、『
平
家
物
語
』
と
関
連
す
る
表
現
が
、
冒
頭
だ

け
で
な
く
縁
起
の
随
所
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
く
に
、
五
頭
龍
が
人
を
食
う

こ
と
で
悲
し
み
苦
し
む
人
々
の
描
写
に
お
い
て
は
、『
平
家
物
語
』
剣
巻
に
お
け
る
、
八

岐
大
蛇
に
関
す
る
記
述
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
同
時
に
『
日
本
書
紀
』
の
八
岐
大
蛇
退
治

譚
か
ら
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
表
現
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の
撰
者
は
五
頭
龍
の
姿

を
描
く
に
あ
た
り
、
五
頭
龍
と
同
じ
く
多
頭
の
龍
蛇
で
あ
り
、
ま
た
子
供
た
ち
を
相
次
い

で
呑
み
食
ら
っ
て
し
ま
う
と
い
う
八
岐
大
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
縁
起
の
文
章
に
お
い
て
は
、『
平
家
物
語
』
が
引
用
す
る
、
白
居
易
の
新

楽
府
「
新
豊
折
臂
翁
」
の
表
現
と
、『
平
家
物
語
』
に
し
か
な
い
表
現
と
が
組
み
合
わ
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
江
島
縁
起
』
は
、『
平
家
物
語
』
と
「
新
豊
折
臂
翁
」

と
を
同
時
に
踏
ま
え
て
撰
述
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
安
徳
天
皇
を
八
岐
大
蛇
と

結
び
つ
け
る
『
平
家
物
語
』
の
記
述
と
共
通
す
る
語
句
が
縁
起
に
あ
る
こ
と
も
、
縁
起
が

八
岐
大
蛇
の
伝
承
を
踏
ま
え
つ
つ
撰
述
さ
れ
た
こ
と
の
傍
証
と
い
え
よ
う
。
白
居
易
の
詩

に
つ
い
て
い
え
ば
、
縁
起
に
は
「
長
恨
歌
」
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。

縁
起
撰
述
者
は
『
白
氏
文
集
』
を
確
実
に
参
照
し
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
多
く
の
語
彙
を
取

り
入
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
冒
頭
部
末
尾
に
み
え
る
「
垂w

権
迹q

」
は
、
八
幡

神
の
偈
文
に
お
け
る
用
例
が
広
く
流
布
し
て
い
る
が
、
八
幡
に
限
ら
ず
様
々
な
神
に
対
し

て
用
い
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
。
と
り
わ
け
山
王
信
仰
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
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は
、
縁
起
の
成
立
に
天
台
宗
の
僧
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
照
ら
し
て
重

要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
弁
才
天
は
「
権
迹
」
た
る
天
女
の
姿
で
江
島
明
神
と
し

て
鎮
座
す
る
の
だ
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
仏
・
菩
薩
を
神
よ
り
優
位
に
置
く
思
想
と
と
も

に
、
江
島
明
神
と
呼
ば
れ
る
神
が
、
完
全
に
弁
才
天
そ
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

最
後
に
、『
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起
』
と
『
江
島
縁
起
』
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
。

『
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起
』
は
、
湖
沼
に
悪
龍
が
棲
み
、
時
に
湖
か
ら
出
て
災
害

を
な
し
、
や
が
て
教
化
・
調
伏
さ
れ
る
と
と
も
に
土
地
の
姿
が
変
わ
る
と
い
う
点
で
、『
江

島
縁
起
』
と
類
似
し
た
性
格
を
持
つ
。『
江
島
縁
起
』『
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩
縁
起
』

の
ど
ち
ら
も
、
現
状
で
は
詳
細
な
成
立
年
代
や
撰
述
者
、
先
述
さ
れ
た
場
が
明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
江
の
島
と
逗
子
・
沼
間
を
含
む
地
域
一
帯
に
、
悪
龍
教

化
の
伝
承
圏
と
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
伝
承
圏
の
中

で
『
江
島
縁
起
』
の
悪
龍
教
化
譚
も
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

小
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
明
確
な
典
拠
の
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
江
島
縁
起
』
冒
頭

の
悪
龍
教
化
譚
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

周
辺
地
域
一
帯
に
共
有
さ
れ
た
伝
承
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
も
っ
て
、
縁
起
の
成
立
環
境
、
そ
し
て
江
島
縁
起
の
全
体
像
の
解
明
に

向
け
た
一
歩
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

［
使
用
テ
ク
ス
ト
］　
主
に
以
下
に
依
拠
し
つ
つ
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
私
に
改
め
た
。

『
江
島
縁
起
』
＝
神
道
大
系
、『
扶
桑
略
記
』『
元
亨
釈
書
』
＝
国
史
大
系
、『
北
野
文
叢
』
＝
北
野
神

社
社
務
所
編
『
北
野
誌
』、『
本
朝
文
粋
』『
土
佐
日
記
』『
宝
物
集
』
＝
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
日

本
書
紀
』
＝
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
平
家
物
語
』
延
慶
本
＝
延
慶
本
註
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家

物
語
全
註
釈
』、『
平
家
物
語
』
長
門
本
＝
麻
原
美
子
・
小
井
土
守
敏
・
佐
藤
智
広
編
『
長
門
本
平
家

物
語
』、『
平
家
物
語
』
高
野
本
＝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
平
家
物
語
』
百
二
十
句
本
＝
高
橋

貞
一
校
訂
『
平
家
物
語　

百
二
十
句
本
』、『
源
平
盛
衰
記
』
＝
水
原
一
考
定
『
新
定
源
平
盛
衰
記
』、

『
白
氏
文
集
』
＝
新
釈
漢
文
大
系
、『
諸
寺
縁
起
集
』
＝
大
日
本
仏
教
全
書
、『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』

＝
重
松
明
久
校
注
訓
訳
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』、『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
＝
吉
原
浩
人
編
『
古

鈔
本
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』』、『
山
家
要
略
記
』
神
宮
文
庫
本
＝
神
道
大
系
、『
一
遍
聖
絵
』『
長

弁
私
案
抄
』
＝
続
群
書
類
従
、『
太
平
記
』
西
源
寺
本
＝
兵
藤
裕
己
校
注
『
太
平
記
』（
岩
波
文
庫
黄

一
四
三
）、『
法
勝
寺
縁
起
』
＝
逗
子
市
文
化
財
調
査
報
告
書
二
、『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
＝
大

日
本
地
誌
大
系
。

注（1
）　

江
島
神
社
蔵
『
相
州
得
瑞
島
上
之
宮
縁
起
』
で
は
栄
西
。

（
2
）　

田
中
亜
美
「
弁
才
天
の
悪
龍
教
化
と
龍
口
明
神
│
江
島
縁
起
説
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
│
」

（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
三
八
号
、
二
〇
二
一
・
三
）。

（
3
）　
「
霊
地
の
起
源
伝
承
に
お
け
る
「
毒
龍
」
の
概
念
│
『
江
島
縁
起
』『
筥
根
山
縁
起
』
を
中
心
と

し
て
│
」、
和
漢
比
較
文
学
会
第
三
十
九
回
大
会
、
口
頭
発
表
（
二
〇
二
〇
・
一
〇
・
五
〜
一
五
、

福
島
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）。

（
4
）　

田
中
亜
美
「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
江
島
縁
起
」
の
諸
本
と
研
究
史
」（『
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』

第
二
九
号
、
二
〇
二
一
・
一
）。

（
5
）　

こ
こ
で
は
中
世
以
前
の
も
の
を
掲
げ
る
。

（
6
）　

呉
文
炳
『
江
島
考
』（
書
物
展
望
社
、
一
九
四
一
・
一
）。

（
7
）　

福
島
金
治
「
鶴
岡
八
幡
宮
の
成
立
と
鎌
倉
生
源
寺
・
江
ノ
島
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
都

市
・
近
郊
の
信
仰
と
遊
山
・
観
光
│
交
流
と
変
容
』、
雄
山
閣
、
一
九
九
九
・
一
〇
）。

（
8
）　

鳥
谷
武
史
「
中
世
に
お
け
る
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
研
究
│
叡
山
と
「
江
島
縁
起
」
│
」（
博
士

論
文
、
金
沢
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
）、
二
〇
一
七
・
三
）。

（
9
）　

表
記
は
適
宜
私
に
改
め
た
。
以
下
引
用
資
料
に
つ
い
て
も
同
様
。

（
10
）　

旧
龍
口
明
神
社
の
所
在
地
は
、
現
在
も
鎌
倉
市
津
の
飛
び
地
と
な
っ
て
い
る
。

（
11
）　
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
に
つ
い
て
は
、
山
崎
裕
人
「
日
蔵
蘇
生
説
話
に
つ
い
て
」、（
中
野
猛
編

『
説
話
と
伝
承
と
略
縁
起
』（
新
典
社
研
究
叢
書
九
四
）
新
典
社
、
一
九
九
六
・
五
）、
山
本
五
月

「『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
の
成
立
│
『
北
野
文
叢
』
所
収
永
久
寺
本
を
中
心
に
│
」（『
仏
教
文
学
』

第
二
二
号
、
一
九
九
八
・
三
）、
今
堀
太
逸
「
日
本
太
政
威
徳
天
と
災
害
│
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』

の
成
立
│
」（
大
隅
和
雄
編
『
文
化
史
の
構
想
』、吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
・
三
）、竹
井
明
男
「『
道

賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』
備
考
：
史
実
と
の
関
係
、
な
ら
び
に
登
場
人
物
、
全
体
構
成
、

表
現
の
相
違
等
を
め
ぐ
っ
て
」（『
人
文
学
』
第
一
七
六
号
、
二
〇
〇
四
・
一
二
）
な
ど
参
照
。

（
12
）　

一
例
と
し
て
、
縁
起
の
「
黒
風
払p

梢
、
白
浪
咽p

岸
」
は
、
三
善
道
統
「
為w

空
也
上
人q

供w

養
金
字
大
般
若
経
願
文
」（『
本
朝
文
枠
』
巻
十
三
）
の
「
白
浪
咽p

石
之
岸
、
相
同w

鷺
池q

」
を

踏
ま
え
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
序
文
を
持
つ
地
誌
『
江
島
大
草
子
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
は

長
者
塚
に
つ
い
て
、「
龍
口
山
ノ
東
北
山
中
ニ
ア
リ
。
今
ニ
塚
ノ
形
ヲ
存
ス
。
彼
長
者
カ
十
六
人

ノ
子
ヲ
埋
シ
所
ト
云
フ
」
と
し
、
ま
た
そ
の
東
南
に
「
長
者
窪
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
今

ハ
草
ノ
ミ
茂
レ
リ
。
昔
長
者
カ
住
シ
跡
ナ
リ
ト
云
フ
」
と
す
る
。
ま
た
、
五
頭
龍
が
初
め
て
人
を

食
っ
た
場
所
と
し
て
縁
起
に
見
え
る
「
初
噉
沢
」
に
つ
い
て
も
、「
長
者
カ
窪
ヨ
リ
北
ノ
方
十
五

六
町
ハ
カ
リ
山
ヲ
行
テ
谷
中
ニ
沢
ア
リ
。
是
ヲ
云
ト
ナ
リ
。
今
ニ
人
跡
ノ
稀
ナ
ル
地
ナ
リ
」
と
す

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
旧
跡
を
記
し
た
地
図
を
付
し
て
い
る
。

（
14
）　
「
剣
巻
」
及
び
八
岐
大
蛇
に
つ
い
て
は
、
増
田
欣
「
平
家
物
語
と
漢
文
学
」（
市
古
貞
次
編
『
諸
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説
一
覧　

平
家
物
語
』、
明
治
書
院
、
一
九
七
〇
・
六
）、
伊
藤
正
義
「
熱
田
の
深
秘
│
中
世
日
本

紀
私
注
│
」（『
人
文
研
究
』
三
一
巻
第
九
号
、
一
九
七
九
・
三
）、
同
「
続
・
熱
田
の
深
秘
│
資

料
『
神
祇
官
』
│
」（『
人
文
研
究
』
三
四
巻
第
四
号
、
一
九
八
二
・
三
↓
日
本
文
学
研
究
資
料
刊

行
会
編
『
お
伽
草
子
』、
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
五
・
六
所
収
）、
牧
野
和
夫
「
延
慶
本
『
平
家
物

語
』
の
一
考
察
│
「
諷
誦
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
第
十
六
号
、
一
九
八
〇
・
三
）

な
ど
参
照
。

（
15
）　

横
井
孝
「
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
白
氏
文
集
の
引
用
に
関
す
る
覚
書
（
下
）」（『
静
岡
大

学
教
育
学
部
研
究
報
告　

人
文
・
社
会
科
学
篇
』
第
四
五
巻
、
一
九
九
五
・
三
）。
あ
わ
せ
て
山

口
角
鷹
「
本
邦
に
お
け
る
新
楽
府
の
伝
承
（
下
限
＝
十
五
世
紀
中
葉
）」（『
漢
学
研
究
』
復
刊
第

一
号
、
一
九
六
三
・
三
）、
増
田
欣
「
新
楽
府
『
新
豊
折
臂
翁
』
と
平
家
物
語
│
時
長
・
光
行
合

作
説
に
関
連
し
て
│
」（『
中
世
文
芸
』
第
四
十
号
、
一
九
六
八
・
三
）
↓
増
田
欣
『
中
世
文
芸
比

較
文
学
論
考
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
・
二
所
収
）、
牧
野
和
夫
「『
平
家
物
語
』
漢
故
事
の
出

典
研
究
史
」（
山
下
宏
明
編
『
平
家
物
語
の
生
成
』（
軍
記
文
学
研
究
叢
書
五
）、
汲
古
書
院
、
一

九
九
七
・
六
↓
牧
野
和
夫
『
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
説
話
と
学
問
』、
思
文
閣
、
二
〇
〇
五
・

一
〇
所
収
）、
新
間
一
美
「
日
本
文
学
へ
与
え
た
白
居
易
の
影
響
に
関
す
る
研
究
」（
太
田
次
男
ほ

か
編
『
日
本
に
お
け
る
白
居
易
の
研
究
』（
白
居
易
研
究
講
座
七
）、
勉
誠
社
、
一
九
九
八
・
八
）

な
ど
参
照
。

（
16
）　

小
西
徹
龍
「
光
長
寺
蔵
「
山
門
奏
状
」
に
つ
い
て
」（『
古
文
書
研
究
』
第
三
九
号
、
一
九
九
四
・

一
〇
）
に
翻
刻
。

（
17
）　

田
中
貴
子
「
安
徳
天
皇
女
性
説
の
背
景
│
女
と
子
供
の
成
仏
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
日
本
文
学
』

五
一
巻
第
七
号
、
二
〇
〇
二
・
七
）、
小
林
加
代
子
「
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
安
徳
天
皇
入
水
記

事
が
示
す
も
の
│
厳
島
明
神
を
介
し
て
、
竜
女
、
そ
し
て
文
殊
菩
薩
へ
│
」（『
同
志
社
国
文
学
』

第
八
一
号
、
二
〇
一
四
・
一
一
）
参
照
。

（
18
）　
『
愚
管
抄
』
に
は
八
岐
大
蛇
の
名
は
み
え
ず
、
安
徳
天
皇
が
、
龍
王
の
娘
で
あ
る
厳
島
明
神
の

申
し
子
で
あ
る
と
さ
れ
、
龍
宮
に
剣
が
還
っ
た
の
だ
と
す
る
。

（
19
）　
「
権
迹
」
の
用
例
は
『
法
華
玄
義
』
巻
七
上
﹇
大
正
三
三
‐
七
六
五
頁
中
﹈・『
涅
槃
経
義
記
』

巻
一
﹇
大
正
三
七
‐
六
三
二
頁
上
﹈・『
高
僧
伝
』
巻
一
・
安
清
﹇
大
正
五
〇
‐
三
二
四
頁
上
﹈
な

ど
に
、「
権
跡
」
は
梁
簡
文
帝
「
菩
提
樹
頌
」（『
広
弘
明
集
』
巻
十
五
）﹇
大
正
五
二
‐
二
〇
四
頁

上
﹈
な
ど
に
見
え
る
。

（
20
）　

吉
原
浩
人
「『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
と
『
法
華
経
』」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
六
二
号

第
三
巻
、
一
九
九
七
・
三
）。

（
21
）　

大
江
匡
房
の
天
神
信
仰
に
つ
い
て
は
、
吉
原
浩
人
「
王
子
晋
・
羊
太
傅
へ
の
追
慕
と
天
神
の
感

応
│
『
江
談
抄
』
巻
六
第
九
話
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
説
話
文
学
研
究
』
二
九
号
、
一
九
九
四
・
六
）、

同
「
説
話
文
学
に
見
る
菅
原
道
真
│
『
江
談
抄
』
と
天
神
縁
起
の
形
成
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑

賞
』
第
六
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
二
・
四
）
な
ど
参
照
。

（
22
）　
『
山
家
要
略
記
』
に
つ
い
て
は
、
野
本
覚
成
「『
山
家
要
略
記
』
の
全
体
像
」（『
天
台
学
報
』
二

五
号
、
一
九
八
三
・
一
一
）、
同
「『
山
家
要
略
記
』
の
性
格
」（
壬
生
台
舜
博
士
頌
寿
記
念
論
文

集
刊
行
会
編
『
仏
教
の
歴
史
と
思
想
：
壬
生
台
舜
博
士
頌
寿
記
念
』、
大
蔵
出
版
、
一
九
八
五
・

二
）、
佐
藤
眞
人
「
伝
大
江
匡
房
撰
『
扶
桑
明
月
集
』
に
つ
い
て
」（
同
前
）、
菅
原
信
海
『
山
王

神
道
の
研
究
』、
春
秋
社
、
一
九
九
二
・
二
な
ど
参
照
。

（
23
）　

こ
こ
で
は
、
一
例
と
し
て
古
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
西
源
寺
本
を
掲
げ
た
。『
太
平
記
』
諸
本
に

つ
い
て
は
、
長
坂
成
行
『
伝
存
太
平
記
写
本
総
覧
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
・
九
、
同
「『
太
平

記
』
諸
本
研
究
の
軌
跡
と
課
題
│
一
九
九
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
│
」（
松
尾
葦
江
編
『
平
和
の

世
は
来
る
か
│
│
太
平
記
』（
軍
記
物
語
講
座
第
三
巻
）
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
・
一
一
）
な
ど
、

西
源
院
本
に
つ
い
て
は
兵
藤
裕
己
「『
太
平
記
』
の
本
文
」（
兵
藤
裕
己
校
注
『
太
平
記
』
四
（
岩

波
文
庫
）、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
・
一
〇
）
な
ど
参
照
。

（
24
）　
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
は
「
号
沼
間
山
、
日
蓮
宗
金
谷
村
大
明
寺
末
、
本
尊
三
宝
及
十

一
面
観
音
、
行
基
作
、
長
二
尺
五
寸
」
と
あ
る
。

（
25
）　
『
法
勝
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
一
美
「
東
国
の
「
開
墾
伝
承
」
の
一
考
察
│
逗
子
沼
間
・

池
子
地
域
の
伝
承
縁
起
と
開
発
に
つ
い
て
│
」（
安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編

『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
・
四
）
参
照
。

（
26
）　
『
江
島
大
草
子
』
龍
口
山
の
条
に
、「
山
ノ
尾
上
ニ
南
ニ
向
テ
神
祠
ヲ
立
ツ
、
是
ヲ
龍
口
大
明
神

ト
称
ス
。
毎
年
九
月
九
日
ニ
祭
礼
ア
リ
、
別
当
ハ
津
村
ノ
宝
善
院
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
27
）　
『
江
島
縁
起
』
に
お
い
て
、
龍
口
明
神
に
法
楽
を
施
与
し
、
託
宣
を
受
け
る
の
が
泰
澄
で
あ
る

こ
と
と
、
近
世
に
龍
口
明
神
の
別
当
で
あ
っ
た
宝
善
院
が
、
開
山
を
泰
澄
と
伝
え
泰
澄
山
の
山
号

を
称
す
る
こ
と
に
は
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
先
掲
注（
2
）参

照
。

（
28
）　

江
の
島
お
よ
び
『
江
島
縁
起
』
と
宝
善
院
は
泰
澄
で
、
宝
善
院
と
『
天
童
山
正
覚
寺
観
音
菩
薩

縁
起
』
は
行
基
及
び
行
基
作
の
十
一
面
観
音
と
い
う
要
素
で
結
び
つ
く
が
、
江
の
島
に
は
行
基
に

関
す
る
伝
承
が
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、『
江
島
縁
起
』
に
引
用
さ
れ
る
「
安
然
和
尚
の
記
」
に

お
い
て
江
の
島
と
対
置
さ
れ
る
竹
生
島
は
、
行
基
を
開
基
と
し
て
伝
え
る
。

（
29
）　

伊
藤
聡
「『
頼
朝
之
最
期
』
に
お
け
る
弁
才
天
本
身
顕
現
譚
を
め
ぐ
っ
て
」（
説
話
と
説
話
文
学

の
会
編
『
説
話
論
集
』
第
一
六
集
、
清
文
堂
、
二
〇
〇
七
・
七
）。

【
付
記
】　
小
稿
は
、
説
話
文
学
会
二
〇
二
一
年
度
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「『
江
島
縁
起
』
に
お
け

る
典
拠
表
現
│
悪
龍
調
伏
譚
を
中
心
に
│
」（
二
〇
二
一
・
六
・
二
七
、
青
山
学
院
大
学
（
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
））
の
内
容
の
一
部
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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Sourced Expressions in the Tale of the Indoctrinating Dragon of the Enoshima-Engi

Ami TANAKA

　This study examines the sources of the words and expressions used in the tale of the indoctrinating evil dragon 
of the Enoshima-Engi.
　First, the passage where the five-headed dragon brings disasters shares common expressions with the Dōken 
Shōnin Meidoki, where the Daijō-Itokuten and his attendants bring disasters. The similarity is not only in terms of 
the wording. The dragon and Daijō-Itokuten have in common that they are taught by Buddhism and eased their 
evil intentions, so they turn into good deities. In addition, the other parts of the Enoshima-Engi contain expres-
sions similar to those in the Dōken Shōnin Meidoki. Considering the above, the compiler of the Enoshima-Engi is 
thought to have referred to the Dōken Shōnin Meidoki.
　Next, the quotations and expressions related to Heike-Monogatari are found throughout Enoshima-Engi. In par-
ticular, in the description of the grieving people, there is a quotation from the description of the Yamata-no-Orochi 
in Heike-Monogatari.　Furthermore, in the text of Enoshima-Engi, there is a combination of the expression in 
Xinfeng Zhe Bi Weng by Bai Juyi, which is quoted by Heike-Monogatari, and an expression that is unique to 
Heike-Monogatari.
　The phrase “Gonjaku wo taru” was used for various deities, especially the Hachiman. Its use in the literature of 
the Sannō Shintō is particularly important in light of the association with the Tendai sect. The description of 
Enoshima-Myōjin in the form of a heavenly maiden, as “Gonjaku,” suggests that Enoshima-Myōjin was not com-
pletely regarded as Benzaiten itself, as well as the idea that Buddhas and Bodhisattvas are superior to deities.
　Finally, the connection between the “Tendōsan Shōgakuji Kannon Bosatsu Engi” and Enoshima-Engi is high-
lighted. The two share a similarity in that an evil dragon living in a lake is indoctrinated, and the appearance of 
the land is also changed.
　It is suggested that dragon lore existed in the area centered on Enoshima, Zushi, and Numama, and it is likely 
that Enoshima-Engi was established within this tradition.

Abstract


